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ゲー ム の 原画 集 や ファ ン ブ ッ ク を 買う と き 、 その 作品 を プレ イ し て 
いな い の に 買っ た りす る こと が 自分 に は あり ます 。 いわ ゆる 「 絵 買い 」 
つて や つ で すね 。 そう 考え る と 、 今 こ の 本 を 手 に し て いろ の は 、 中 
央 東口 の 絵 に 魅力 を 感じ て て だ さっ て いる 方 た ち 、 か も る しれ ませ ん 
自分 も 、 中 央 東口 が 求人 で 応募 し て きた と きか ら 見 て いま すし 、 育 
て た と いう 自負 も あり ます 。 ぜひ 、 これ だ け 成 長 し た 東口 の 絵 を 見 
て は ほしい 。 また 、 こう いう ビジ ュ ア ルフ テン ブッ ク に は モニ ター 画面 
で 見 る CG と は また 違う 、 CMYK な ら で は の 色合い 、 解像度 の 高い 
印刷 物 と し て の 味わい が あり ます 。 で すか ら そ こ を じっくり 5、 僚 の あぁ 
(ほど 見 て 楽し し で いた だ けれ ば と 思い ます 、 スタ ッ フ で すら 初耳 


だ っ た 、 虚 淵 の 作品 解説 な どる 必見 で す 。 


「 沙 の 唄 』 と 『 天 使 ノ 十 拳銃 ] は 、 あ る 臣 味 ニトロ プラ 


と っ て 収 揚 と な る よう な 作品 で し た 、 グ ラフ ィ ッ ク の 和 面 で も > 


スス に 
人 テム 


の 面 で も 、 それ まで の ニトロ プラ ス 作 品 に は な か っ た 試み を を り 込 


ん で いま す 。 当 叶 を 思い 返し て みる と 薫 み の 苦 し み も あり まし た が 


この 2 作品 で 培っ た 経験 が 、「 遼 人 骨 魔 京 ] や 新た な 作品 


Ss へ と つ 


が っ て い ( こ と で し ょ う 


いずれ CD-ROM が 腐れ た 玉 来 に 、 こ の 本 を 見 な が ら ス タッ フ | ] 


ド で 語り 合う こと が 、 南 か な 者 後 の 浴 し み で 本 ( 笑 ) 
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01 一 03. あ る 縛 れ た 春の 日 、 ヴ ィ ム は この 世に 生 
目 の 前 の 天使 に うな が され る まま 、 役 は 大 空 へ と 当 ば た 
く 。 座 に 教わる で も な く 、 沼 根 を 大 きく 広げ て 。 猛 スピ ー 
ド で 過ぎ 去っ て いく 恨 下 の 景色 を 、 他 人 事 の よう に 及 め 
な が ら 。 04. 天 使 が 導い た 先 に は 、 凌 業 証書 と 小さ 
な 花束 を 抱え た 少女 が いた 。 尽 い を 寄せ る 青年 に 頭 を 
な で られ 、 役 女 は 思 れ た よう な 、 は に か ん だ 笑 頭 を 浮か 
べ る 。/05 一 08. 圭 せ の 総 頂 に あっ 
地獄 の 酒 へ と 叩き 活 と し た 。 少女 の 


た 先 は 廃 工 場 。 そ こ で 待ち 受け て いた の は 、 屈 強 な 3 人 
の 男 た ち だ っ た 。 男 た ち は 少 女 を 組み し だ き 、 野 時 な 言 


華 を 投げ か ける 。 09. 床 に 押し 倒さ れ な が うら も 、 自 分 の 
身 に 何 が 起き よう と し て いる の か 理解 で き な い 少女 。 困 


た よう な 現 々 し い 笑 顔 が 、 長 れ み を 誘う 


ブツ 


01 一 04. 易 た 5g 下 き /。 まま 
少女 に の し みろ 1 
「 大 好き な 先 ] ほ た だ 徐 ら の As 
ば が かり 総記 に 打ち ひし が れ た タタ っ = 
腐 工場 に こだま する 。/05.9。。 
いざ な っ た 天使 ペー クタ の 生 。-。 
る し か な か っ た 。 と その 環 クタ な の まき 

大 井 を 見 上 げ る 。 人 間 に は 天 会 の 8 。 
い は ず な の に 、 な ゼー 一 /06-07.』s 
と 失意 の 果て に 自 乏 し た 少女 = 


アク 女 《 こ の 9 > 。 


こき 


か まえ 、 役 女 の 佑 カ ら 二 ちの ぼる | 半 5 
ち 抜い た 。 鯛 燈 の よう な 玩 ま 員 ゃ が て す ・ 
と 消え ゆく 未 紳 。 ふと 見 ね ば | 1 計 ま 、 
も 直 の 挙 銭 が 才 ら れ で いた 


ょ 、 微 夏 区 


08=10. あ と けり な い 大 で シニカル / 言 葉 を 吐く アン リ 。 彼女 は ヴィ ム よ り も 少し 早く 生ま れ た 天使 。 
人 間 に 后 し て な ぜ か 僧 し み を 招い て いる よう だ 。 ノ 1 1. 小 さ な 身体 に 不 釣合い な モー ゼル を 、 や 
『 和伸 『 と 株 る アン リ 。 12. ペ ー ク ー は 、18 年 前 に この 世に 生ま れ た 天使 。 ヴ ィ ム の 知る 限り 、 最 
吉 参 の 天使 で ある 。 手 に し た S&W M500 で 、 た め ら うこ と な く 未 練 を 罰 つ 。 プ 13 一 15. 死 の 
了 7 放 師 知 病 妥 に 了 り 立っ た 天使 た ち 。 ヴィム は この 場所 で 、 少 女 に 呼び 止め られ る 。 彼女 
は 人 間 で も 天使 で も な い 了 曖昧 な 存在 だ っ た 。 16., 天 真 漫 な 笑 原 か ら 一 岐 、 真 公 な 頃 で ヴィ 
見 据え る フー コ 。 思い が け な い 願い を 口 に し た 科 女 に 、 ヴ ィ ム も 思わ ず 動 き を 止め る 。 


08-09. か つて 護 居 の 果て に 自殺 へ 追い 込ま れ た 少女 が いた 。 彼女 を 犯し た 3 人 の 男 た ち は 、 夜 の 工事 現場 で 作 務 衣 の 男 一 一 渡部 一 斉 に 斬り 殺さ れる 。 プ 10 一 1 1 . ビ ル の 太 


地上 を 見 下ろ 
フー コ 。 下 線 の 先 に は 和 女 の 妨 ・ 小 差 の 姿 が あっ た 。 ノ 12 一 13. フ ー コ に 導 か れ 、 向 か っ た 先 は 彼女 の 生 家 。 そ こ に は 酒 を あお り 、 愛 人 と の 早 力 的 な セッ クス に 肘 る 計 学 逢 祭 の 一 斉 の 楼 が あ コ 
1415. バ イト を え 、 帰 放し た 小湊 。 ヴィム は 彼女 の 身体 を すり 抜け る が 、 そ の 心 の 声 は 聞こ えな い 。 16 一 17. 物 思い に 尼 る ヴィ ム を 貧 か そう と 、 ア ン リ が そっ と お び 寄 る し か し ヴィ ム と て そう 


旋 く ほな いり 。「 お 見 通し 」 と げ か リ に 銃 を か まえ る と 、 勝 気 な アン リ は 原 を 真っ 赤 に し て 息 っ た 。 1 8. 今 日 も ヴィ ム は 、 死 の 予 光 に 導 か れ て 街角 に 職 り 立つ 


[EEE | 


0 1. タ ー コ イズ グリ ー ン の 制服 に 身 を 包 
和合 する 小 攻 。 生 気 が み な ぎる その 短 に 、 ヴ ィ ム は 時 し き を 直し 
る 。 02. バ イト の 後 は 、 風 子 の 看病 。 優し く 語り か け な が ら 、 
ノ 溝 は アザ の 門 っ た 風子 の 身体 を タオ ル で ぬく ぐう 。 ノ 03. 
ン 女 を 抽 わ せ た 時 と は 別人 の よう な 笑顔 で 、 ジ ェ イ は 小 半 に 
接 ー す る 。 小 巻 を 神社 へ と 連れ 出し た ジェ イ は 、 言 葉 た くみ 
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挙 銃 の 天使 ] も レト ロウ イル ス で ある と され て いる 。 レ トロ ウイ ルス は 遺伝 


情報 を HNA か ら DNAI 
避 | 伝 子 を 得 た 宿主 は 、 生 物 を 進化 させ る 可能 性 を 持つ の で ある 。 


ウイ ルス は 、 そ の 通 伝 物質 の 條 いか ら DNA ウ イル ス と RNA ウ イル ス !【 


レト ロウ イル ス 
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01 一 02. ジ ェ イ に 頼ま れ 、 神 社 の 祭り を 手伝う こと に な っ た 小 侍 童心 に 返っ た 


らし い 。/03. ビ ッ グ サム に 手 を 引か れ 、 小 巻 は 祭り の 喧 騙 を 旋 れ る 04. 記 めい た と 


小 巻 を 抽 っ た 相手 は 、 実 の 父 ・ 一 斉 だ っ た !05. ヴ ィ ム に 人 と 、 最 後 ま ] 


小 差 。 し か し いか に 人 が いい ぃ 彼女 と て 、 抱 きつ かれ 、 氏 を つき つけ られ 
。/06. 間 一 回 の と ころ で 小 巻 の 救出 に 成功 。 ヴ ィ ム に 答 ? 


0 1 天使 が 人 類 を 洲 記 に 過 い 、 
ん な 彼女 を 、 当 の 人 間 で ぁ 
ヴィ ム は 動 授 する 
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小 准 は そん 


た 。 
々 彼 の 手 を 取り ネー 
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ね 」 。 そう 言 
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だ 2 の 多 ば 旨 当 の 8 の つた て も 
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/08 一 09. 玄 関 で 銃撃 を 記 け た 男 が 劇 古 化 し 、 サ う ! ノ 10」 
異形 天使 の 銃弾 に 倒れ た サチ 。 そ の 背中 か ら は 

11 一 12. ヴ ィ ム の クー バー を 追う カイ エ > 助 汰 
よう な 視線 で ヴィ ム を 見 据え る 、 ジ ェ イ の 実 が あっ た 、 13、 ジ ェ ィ 
取り 巻き は 、 執 持 に 恐 撃 を 仕掛 け て くる 3 
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が 7 。 グ 05.2 年 も の 同 、 眠 り 続け て いた 
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0 1 アンリ の 必 声 を 浴び 、 傷 つい た フー コ は タ 碁 れ 
の 放 辺 に た た ずん で いた 。 小 さ な 背 中 は ひど く 放 し げ 
たっ た 。 /02. 未 練 に 飲み 込ま れ そ うに な る アン リ 。 
ヴィ ム は 小さ な 身体 を 守る べく 、 二 抵 拳銃 を か まえ る 。 
ノ 03. 自 分 の 身体 に 戻っ た 風子 は 、 ジ ェ イ に 会 うた 
ゆ 安 組 事務 所 へ 向かう 。 だ が 事務 所 前 で 、 新 沼 と 
サム に 出くわし て …… 。/04 一 05. 必 死 の 球 願 も 
間 き 入れ すず 、 風 子 の 身体 を まさ ぐる 新沼 の 手 。 紙 望 し 
た 風子 は 、 う わ ご と の よう に 繰 り 返 す 。 「 や め て 、 く だ さ 
い 、 こ めん な さい ] 。 耳 を ふさ いで し ゃ が む 姿 は 、 父 の 
時 力 に 耐え る 子供 時 代 の 風子 その も の だ っ た 。 
06. 地 豚 と 化し た 安藤 組 事務 所 に 舞い 降り た 、 白 外 


の 天使 ヴィ ム 、。 


09 一 10. 風 子 を 連れ て 逃げ る ジェ イ 。 めざす 先 は 、 か つて 佳織 と 暮らし た アパ ー ト 。 当 
時 の 幸せ を 再現 し た い 、 そ の 思い が ジェ イ を 突き 動か す 。 ノ 1 1 一 12. ヴ ィ ム の 追撃 
交わ し 、 高 速 を ひ た 走 る 1 台 の パイ ク ジェ イ が 進行 方 向 へ 視線 を 転じ る ろ と 、 そ こ に は 時 
白 の 製 を 背負 っ た 天使 の 次 が あっ た 。 13. バ イク は ノー ブレ ー キ で ベー ター めがけ 
て 突っ 込ん で いっ た 。 宙 へ と 放り 出さ れ た 風子 を キャ ッ チ し た の は 他 な ら ぬ ヴィ ム だ っ た 


D1 一 03. 温 泉 旅 館 で の つか の 同 の 平穏 。 「 助 


け て くれ て 、 あ り が と う 」 。 風 子 は いつ に な く 


で 、 ヴ ィ ム に 晴 書 の 言葉 を 述べ た 。 
の 暴 力 を 受け た せい か 、 他 人 に 


な い 指 先 が 、 ヴ ウィ ム の 官能 
を くす ぐる 。 や が て ふた り は 、 火 照 っ た 肌 を 合 
わ モ 、 ひ と つ に な る 。 07ー08. こ うし て い 
兵 子 の 冊 定 化 は 着実 に 進ん を で いた 。 
『 に 々 し い 靖 黒 の 夏 。 異形 天使 の 証 。 
09 一 10. ヴ ィ ム が 精 を 放っ た と 同時 に 、 
風子 の 銃 が 頭 を 要 ち 抜い た 。 薄れ ゆく 意識 
の 中 、 ヴ ィ ム は 風子 の 育 か ら 異形 の 夏 が 消え 、 
安らか な 笑顔 で 大 地 に 戻る さま を 確 が に 見 た 。 
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机 2 た ーー ES 


ーー 】 る \ 
マコ 
/ 
E < 
設定 ' 貧 料 集 
ョ X 先 . 
間 発 中 に 揃 か れ だ 、 中 央 東口 民 の ラフ スケ ッ チ 、 貼 、 没 イラ スト な ど を 公開 メイ ン 竹 
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ジ し まし た 。 服 購 は 地味 か な 、 と も 思っ 
た ん で す が 、 別 を 印 卵 付 ける た めこ 
の ま 旧 で いき まし た 。 あ と は は た めか 人 
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アン リ 
Commmnl from) Cuouh 上 Ahiguchi 
意識 し た の は 輔 神 00 な ガー ド の 双 き 6 
乃 き の パラ ンス で す 。 少 な い 貿 出 と 標 
の 細 き 、 そ れ か ら 天 合 谷 体 に 言え る 
事 で す が 、 汐 と の コン 「 ラス ト を 考え て 
脂 緒 は 自 購 の み に し まし た 。 個人 的 
に は うま くい っ た か も 、 と か 思っ て いま す 
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渡部 小 巻 


Comment fom Chuouhigashiguchi 
風子 と 姉妹 で ある 、 と いう こと で 緑 系 
を 配色 し まし た 。 ヒ ロイ ン 的 な 白 を ベー 
ス に 、 年 齢 と 清純 ぼ さ の 塩梅 を 念頭 
に 置き まし た 。 結構 自分 で は お 姉さん 
キャ ラ と し て うま くい っ た ん じゃ な いか な 一 
と か 思っ た り 。 だ めで すか ? 


_ 『 HOOY 


ーー 


と 


デー ンー 
渡部 風子 全 
口 I 
| Comment Imm Chuouhigwhieuchi 
| 快活 な キャ ラク タ と いう イメ ー ジ で す 
風子 は 服 直 も そう な ん で す が 、 作 中 
で 一 番 明 る い 家 情 を 印象 付け られ た ら 
| 成功 、 と いう つも り で 描き まし た 。 天 
| 使 と は 好 に 人 間 の 服装 は 必ず 色 を 乗 
せる 、 と いう の が 基本 コン セプト で し た 。 


| (の: が < 也 、 
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ゃ ツ 

シン デレ 

Conmxnt fnm Chuouhiessineudhi 
ジェ イ は 結構 杏 償 し まし た 。 服装 は 以 
前 天使 だ っ た こと と 人 間 と し て の 今 、 
と いう こと を 考え て 白 シ ャ ツ 、 下 を 黒 に 
し まし た 。 一 見 する と 天使 の 黒 イ メー 
ジ か ら は 串 れ て いる けど 白黒 だ し 、 上 
に 黒 を 羽織 っ た ら 、 み た いな 、。 
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Commenl from Chuouhighiguchi 
日 本 刀 の オヤ ジ キ ャ ラ 、 と いう こと で 。 
一 斉 も あま り 考え 込む こと な く 描き まし た 。 
作 務 依っ ぽい か ん じ で 日 本 刀 を 無 遺 
作 に だ ら り と 持っ て る の が 似合う キャ ラ 
に な れ ば いい な 、 と 。 


に 
\ 

新沼 良美 
Comnmwnt hnm Chuouhiwshigudi 
オカ マ さ ん は [「 女 で な い 、 と いう 事実 
が ある 族 に 女 以上 に 女らしく あ 92 ど 7 
る 」 と いう 風 に 伺か の 映画 で 還 「 
の で 、 女らしく 見 せる 事 に こだわっ 

いる 人 で ある こと を 念頭 に 
果たし て 成功 や 理 Ye DS 


| Commwnl fmm ChuouhigNhigucli 

| 末吉 を 絵 に 描い た よう な 、 と いう の と 服 が バー ムー、 と いう 指定 が 来 
| た 9 は 一 岡 どう し よう と 僧 ん だ り し まし た が 、 寺 構 それ っ ぱく 出来 た よう 
むー た ろう きん に 気に入っ て も ら え た の が 楽し か っ た で す 。 
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| 
| な 気 が し ます 
I 


レレ 
= 
過 
3 
NN の 
/ 』 
(人 9 | 邦 較 
ル < / 


| 


| 】 | ノノ リ / 


| | 

| 則 さ 

| | | Conrnert fm Cuouhigzshigurfm 

| 小 巻 の 友達 、 そし て お 水 と いう こと で 

| あと は ふた り の 性 格 と か 考え た ら 結 柄 
巻 を 心配 し た りす る の か な 一 、 と 考え た ら 
出来 上 が り ま し た 。 自信 あり つつ 気 の 明 
い 姉 さん みた い に 見 えた ら 友 功 で ほな い 

| か と 思い ます 。 


ビッ クサ ム 
G ummart fm Chuouhisashiguchi 


に それ ほど 考え る 事 が な か っ た くら い の 人 で す 。 


女 膝 組長 を 
E 


T1 NVY 


ci NVT う 


渡部 佳織 


Commxnt from Chuouhissshisuchi 
開発 が 佳境 に 入っ た 頃 に デザ イン の 指示 が きま し た 
後に デザ イン し た キャ ラク タ で すね 意外 と 可 党 く 出来 た 、 


多分 最 


か な 2 


RCITSE7 で 3 
EROKTI PB] 


| いさ ミー て エ 。 で か な に っ らい いと まき 
た 0 さす は この 


ヨコ 革 6CC> 


MM ' けい 


03. ヴ ィ ム が 初め て 二 短 挙 銃 を 手 に する シー ン 。 最終 的 に は トリ ミン グ さ れ 、 人 迫力 ある CG に 。 プ 04 一 06. キ ャ ラク ター た ち が 手 に し て いる 銃 は すべ て 3DCG に 差し 替え られ る も の の 、 ラ フ の 穫 還 で は 員 も 
塩 か れ て いる 。 ラフ の 隅 に は 、 銃 の 角度 と いっ た 中 央 東口 氏 か ら の 指示 が 書き 込ま れ て いる こと も 。07. 本 来 は 風子 の 身体 を 通し て 小 差 の 頭 や 背中 も 透け て 見 える カッ ト な の で 、 風 子 と 小史 計 さ 
別々 に 用 各 さ れ 、 そ れ を 重ね 合わ せ て 彩色 され る 。/08. 作 中 で は 小 巻 が 目 を 開け て いる 1 枚 し か 使わ れ な か っ た が 、 差 分 も 用 意 さ れ て いた 。/09 一 1 2. シ ネス コ サ イ ズ の イラ スト 捕 入 し た り 、 キ ャ ラ 2 
ター の シル エッ ト や " 育 中 " を うま く 使 っ た 情緒 的 な 演出 を する な ど 、 映 画 を 意識 し て 作ら れ て いる の が うか が える 。 13. ラ フ な ら で は の 味 の あ る タッ チ 。 


| 
| いい いし か っ いと 
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いま の 
2】 2 


hWN 
1 信 ミ K や ふ へ で て" | 
Q AmetWG6) | | 


01 本 の 王 ま 3 いて 富 を 池 く ヴィ ム 、 作 中 で は 使わ れ な か っ た 没 カ ッ ト だ 。 / 02. 開 発 初期 に 描か れ た と 思わ れる イメ ー ジ カッ ト 。03. ア ン リ の 口 を 。 「 ES 

まい で いた 手 が な い 状 只 の カッ ト 作 中 で は 放 が る る 状態 の も の し か 使わ れ な か っ た が 、 隠 れ て いた 部 分 も きち ん と 描か れ て いる 。/04 一 07. ベ ペーター NT ニニ ーー ーー ュー 
夫人 千 きむ た カッ ト 。 波 念 な が ら 没 に な っ て し まっ た CG だ 。 08. 没 キャ ラク ター その 1。 元 自衛 隊 で 爆発 物 の 扱い に 長け て いる 、 と い ーー 

せま の ャ クダ ザ 午 だ っ た "09. 波 キ ェ ラ クタ ー そ の 2。 片岡 が 不 自由 で 元 天使 の チ ナン ビラ 。 ジェ イ と は 違い 、 い い ヤ ツ と いう 設定 だ っ た らし い 。/ 10. 没 中 一 2 まく 生 。 

3 で の 3。 介 れ 者 の ヤク ザ 、 と いう 設定 だ っ た 1 1. 天 使 の 激 の 仕組 み も 細か く 考え られ て いた 。 12 一 1 4. 開 発 スタ ッ フ に よっ て 描か れ た 、 ーー 一 の 隊 

オイ ン CG の 仙 較 本 


ーー * 
mo ーー 写 

た (We ト な ntt = ん 人 Crox> 、 6 ] デー 

みう = いい 全 生 >- 4 な YY り 


ウッ オイ 、 ン テ へ Ss う 人 ンジ ( ぬ イ テ 
2 ご | 合っ 


1 ーー - 上 
者 す た ん る は ょ たり 9. ほ りか 。 和 9 旋 | 
YO ゥ 全 

ャ も を を ず ーー 


の 


ーー 


/ 
= N 
\N ION ・ | ワ ノ ( 
レジ 級 妨 ah 議 
2 が 『/ // / 1 
VS 、 
N 


こり 


ど ( 
6 
[天使 ツ ニ 畠 華 久 | の 員 上 の 狐 画 を 手がけ 串 央 東 刀 表 に ぶ 王 体 委 の 制作 秘話 
当時 描か れ た ラフ スケ ッ チ や 線画 関 


/ 


ま か か っ た よう に 思い ます 心 ザイ ン の コン セプト で す が A4 
だ 合 の イス メージ ソ ー ス が 『 ベ ルリ ン 天 使 の 過 』 と いう こと 
で し た の で 、 人 則 と 犬 使 の 服 拒 の 色 を 区 別 し よ うと 最初 い 
* め まし た 。 犬 使 は 自 財 人 間 は 必ず そ ル 以外 の 色々 
| 成 に で か ら 和 始め た せい か 、 天使 9 人 の 孝 リ 


すん なり) 決ま より まし 7 


Q5 中 央 東口 さん が 個人 前 に 思 ビ ハ 、 1 


き シー ン き 雪 え て だ さい 
Q3 と の ょ うな 順 香 で キャ ラク ター を デザ イン し て いっ ター と 、 ゲ ー ム 申 9 ン ピン 


た の で し ょ うか 7 また 、 一 番 デ ザイ ン し ゃ すか っ た キャ ラ 由 も お 願い し ます 。 
と 1 。 
ク ク ー、 迎 に 右 し か っ た キャ ラク ター は 表 で すか ? AS 
3 欠 1 ) 他 』 l 
1 
1 原画 を 担当 する に あたっ て 、 ど の よう に 作品 の イ 
メー ジ を 作り 上 げ て いっ た の で し ょ うか 7? 
た 
6 イベ ント oO 短く 
庫 さ れ ま し た か が! 
2 キャ ラク ター を デザ イン する 礎 、 ど の よう な 発注 が 
あっ た の で し ょ うか 。 ま た 、 キ ャ ラク ター デザ イン で 目指 し 
た も の 、 コ ン セ プ ト を 教え て くだ さい Q4 に な っ た キャ ラク ター 設定 な どけ あり ます が !7 
A2 また 、 は じ め に 思い 播 いて いた イメ ー ジ と 容 わ っ 


て し まっ た キャ ラク ター は いま す が / 


) る 
アレ プー の を 


AA6 人々 回 は マズ ルフ ラッ シュ を 多 果 的 に 、 派手 に Q9 [パッ ケー ジイ ラス ト 」 と 「 サ ント ラジ ャ ケッ ト ] 


人 だ いと いう の が あり まし た 。 その 辺 ば まあ に て 9 の テー マ 、 コ ン セ プ ト を それ ぞ れ 教え て くだ さい 。 
ん に 任せ 気味 で し た が 。 自分 の 作業 の 面 で は 、 A9 バッ テー ジ の 構図 は な ま に く さん が 切っ て 《 れ 
な 一 ん と の 作 『 が 初 り て な の で 、 シ > ナリ オ に まし た 。 映画 ぼ い 人 迫力 重視 ) ヴ ィ ム ル アテ 。 や ト 


1 す ア も くま] ナ 
あっ た 物 に な る よう こい て ) け て いま し た 。 


Q7 「 天 使 ノ ニ 拉 挙 銃 ] は カッ トイ ン CG が 挿入 され 

た り と 、 演 出 面 で 新た な 試み が な され まし た 。 制 作 す る 5 よう な そ ブ 

うえ で 今 まで と 四 っ た と ころ 、 苦 労 し た 点 を 教え て くだ 持っ て くる 

さい 。 

AA7 良い 点 は 動 的 な 演出 が で きる こと 、 

f ド な カッ ト は アク モン ト に も な っ て 面 日 か っ た で Q10 [天使 ノニ 拓 拳 銃 ] 開発 中 に あっ た ハ プ ニ ン 
k で 見 せる ほか に 、 連 続 で 見 せる や りか た が で き グ や 思い 出 な ど を 教え て くだ さい 。 

2 A10 ぃ > 8 


p 


Q8 自身 で 「 こ れ は 快 心 の で き ! | と 思う イラ スト を 
教え て くだ さい 。 し いう 部 分 の 意思 の 串 
AB イィ メ ー ジ を 決定 する の に 重要 だ っ た こと も あり 局 こ れ は 打ち 合わ せ 


きす が 、 最初 の ボス ター、 白 バ ッ ク に ヴィ ム と アテ 


“ NN 
NNN ぐい 


の 


Q 1 はじめて 「[ 耶 の 唄 」 の 企画 を 聞い た と き 、 ど う 
思わ れ ま し た か ? また 、 虚 介さ ん か ら ど の よう な 説明 が 
あっ た の で し ょ うか ? 

A1 説明 自 林 は 創 た テバ ッ ト に 


聞い た り し まし た 。 面白 そ うな 反面 、 


、 設定 と 「 キ ング 系 ホ 


ー ム 」 と いっ た ら 絵 を どう 


Q2 中 央 東口 さん が 考え る 「 沙 耶 の 唄 ] の イメ ー ジ と は ? 
また 、 硫 画 を 班 当 さ れる に あたっ て 、 ど の よう に 作品 の イ 
メー ジ を 作り 上 げ て いっ た の で し ょ うか ? 

A2 ジジ 部 自生 の 子供 っ ぽ き 、 怖 さ 等 、 ホラ ー 的 な 項 


素 と 、 独 独 、 恋愛 と はじ め と する も ろ さ の 部 分 、 を の バラ 
ンズ ス かめ 耶 な ん で は な いか と 思い ます 。 作業 中 は 、 ほ 


ば 毎日 讃 さ れる シナ リオ を 読み な が ら イ メー ジ を 更新 し 、 


Q3 キャ ラク ター を デザ イン する 隙 、 ど の よう かな 爺 注 が 
あっ た の で し ょ うか 。 ま た 、 キ ャ ラク ター デザ イン て 目指 し 
た も の 、 コ ン セ プ ト を 教え て くだ さい 。 

A3 アザ イン に 
た で す 


いて の 欧 注 自体 は は ょ ん と な か 5 
大学 生 と いう 設定 の 4 キャ う は 社内 プレ セン 
に か けた 物 が その まま 控 川 きれ まし だ じ 。 だ た が | 


と 注 子 先生 は 慮 調 き ん よ や り 必 り を 


沙 弟 
し て 決め て いき ま 
し た 。 コン セプト 、 と いう ほど の 6 の で は な い の で す が 、 
期間 を 考え て キャ ラク ター の ディ テー ル を 抑え る こ ょ 
交通 の 服 親 に キャ ラク ター の 性格 を 反映 きせ る こ ょ 、 そ 


し て 沙 下 を 他 の キャ ラク タ ー と 崩 確 に 差 別 化す る こ 。 


と いっ た と ころ は 気 を つけ まし た 。 


Q4 どの よう な 順番 で キャ ラク ター を デザ イン し て い 
っ た の で し ょ うか ? また 、 一 番 デ ザイ ン し や すか っ た キャ 
ラク ター、 逆 に 難 し か っ た キャ ラク ター は 誰 で すか ? 

A4 最初 の 社内 プレ モ ゼン で 涼子 を 除く 全員 を ざっ くり 
と デザ イン し て 、 キャ ラ を 立た せ た か っ た 沙耶 の 服装 変 
更 が あっ て 、 途中 で 涼子 追加 、 と いっ た 流れ で す 。 簡 
日 だ っ た の は 枯 司 で し た 。 逆 に 一 番手 間 が か か っ た の 
は 、 記 装 を と の へ ん に 落ち 着 か せる か と いう あたり で 償 


ん だ 沙 耶 で すね 。 / ! 


Q 没 に な っ た キャ ラク ター 設定 な ど は あり ます か ? 。 / 
また 、 は じ め に 思い 描い て いた イメ ー ジ か ら 変わ っ て し 

まっ た キャ ラク ター は いま すか ? 

A5 沙耶 の 肥 装 は 少し 悩み まし た が 、 ほとんど 

無駄 の な い ペ ー ス で 進ん だ た め 没 設 定 等 は は と 

ん と あり ませ ん 。 イメ ー ジ と 倍 う 、 と いう と 青海 で 


し ょ うか 。「 え っ 、 も う 消 えた !?」 みた いな 。 ほか 


た 」 と 開か さ 
佑 中 で SS mm か 
Lcf な ぁ pn 面白 か っ 


1 2 が まい 人 に ド 


える へ アス タイ ル が 


7 ぉ 理 出 で す 、 で て 、 
0 、、 琶 員 化 が まな 理由 て +、 で 
A6 OS や 9 か な ー" て 感じ て 

この さ ゃ *^ 計 


語 8eW は プラナ リア で 、 


NN 


*# す 紅 革 て 稚 


= ふる ネ \ と い 
ぇ か きみ る こぐ くい 


= に 入っ て いる キャ ラ 
07 人 WE ソ え て くだ きい 、 ま た 、 そ の 


ザー ム 中 の シー 


ょ き ー 


eat5 諾 いい ます 。 き 見 きん も 気に入っ 


A7 バ 。 II 
、 NNN 表情 が 欄 け た か で 、 


2 デ ォ ッ に な る こぶ 


。 ょ ふ \ 証 は 結構 ま 
で すか が 、 実 は 


と 、 好 さ な : 


08 ベツ ト CG を 全く に あたっ て 、 ど の よう な 点 を 意 


まれ まし た か 7 
AB ま 生 請 加 閉まる さこ ろ は あっ た ん で - 


Q9 で [に れ は 快 心 の で き ! | と 思う イラ スト を 教 
ぇ て くだ Ws 


A9 こ 和 は = っ お 5 で ひとつ は サン トラ の ジャ ケ 


| ラウ 末 | に ちい て 、 中 東口 氏 
ロ で 先 に 入っ て いろ と いう イラ ス 
12 を 電 


イラ ナメ 


ーー クエ クッ シスト | IL7 ヨ 
ン 明 共 量 て あろ 


っ は 開発 初期 に 描い た イメ ー ジ か ッ ト な ん で す が 、 結 
局 表 に は : ませ ん で し た と は 路 で す ヵ 
ツ 3 ト よ と ) 最 終 食 に ト * 


Q10 [パッ ケー ジイ ラス ト 」 と 「 サ ント ラジ ャ ケッ ト 」 
の テー マ 、 コ ン セ プ ト を それ ぞ れ 教え て くだ さい 。 
A10 パッ テー ジ は 泌 耶 と いう キャ ラク ター を 推す こ 


3 は か に 、 本 細 中 か 


ます 。 サ * ト は 成 後 の 自 分 が 沙 1 
信 点 を | 何 が 出 \ (まま 

癌 に し て いま す 。 内 も か けた し 、 仙 人 的 に は ) 
人 人 ます 


Q11 [沙耶 の 唄 」 開発 中 に あっ た ハプニング や 思 
い 出 な ど を 教え て くだ さい 。 

A1 1 最初 は 期間 的 な こと も あり 、 ま わり の 細 が 「 こ 
いつ は 4・50Q 枚 て らい し か 絵 が 描け な い だ ろ う 」 と 思っ て 
いた よう で す 。 で も 『 沙 耶 の 唄 』 は 一 番 上 自由 に や ら せ て 
685 っ た こと も あり 、 良い ペー ス で 枚数 が 増し て いっ た 


の で ざま あぁ みろ 、 と 。 


NM| 上 S 還 あ El 
全休 還 laarE 


o SDY ーー ニー 
2 クー ジル ン 5 トシ ン 。 

Package IITustration Rough 
実際 に パッ ケー ジ に 使わ れ た イラ スト の 他 に も る 、 い ろ い 
ろ な 案 が 考え られ て いた よう だ 。 


Q1 ペン ネ ー ム の 由来 を 教え て くだ さい 。 
A1 新宿 の JR 中 央 線 か ホー ム で 通勤 の 車 符 も の 時 
目 に 入っ た の ぃ いや 、 色 前 っ ぽい ん じゃ な いか 
な ょ か 、 わ か りや す ( で て イ パタ クト あ っ ょ か が 《 い 


は 考え た で す よ 7 勿論 , 


Q2 イラ スト を 完成 させ る まで の 制作 少 大 を 教え て く 
だ きい 。 

A2 最初 に ベイ シタ ー で ラフ を 描き ある 提 度 まで 来 
た ら フ ォ ト ショ ッ プ に 持っ て いき ます 。 で ト か ら 大 茜 電 
に 着 ぬ 、 その後 再び ペイ ンタ ー に 持っ て いき , ド 遺 胃 
色 で 内 を 回 えつ つ デ ィ テ ー ル 骨 加 , 最後 に も いっ 人 ん 
レ ォ トシ ジョ ッ プ で 人 色 関 係 の 調整 を し た り し な か っ た り で 
完成 で す 。 


の 6 ググ 


ソフ 眼科 と 
Q3 mW 


を 教え て くだ さい 。 
A3 バッ コロ (win 訪 ) ょ お ア ! 
と の の に 章 


Q4 ャ ャ ラク ター の 放す 

考 に され い いな 

の よう な 資料 を を Pa か 
の が を 


A4 本 や TV 内 導 し 
思っ な デザ イン を 記 4 
し ば 6《 し て 超 便 の 中 内 が な の 電 
ン ゃ 組み 合わ せ に ゲ に メン 
2 る と き に の 

の 後 、 化 」 げ は 
に ます 。 Id 
み 入 れ 
け ま せん 。 


リージ で 柱 を 上 7 る 82 て 


mLL て WRD5 が て いる こと 6 

し て 価 を 族 え て くだ さい 。 
リエ イタ ー 像 

LM あみ 0 の を 。 小 き な ネタ な ん か 

WW 9 『 い 9 ろう 、 み た いな 。 あと は 第 


sp に 良く 、 と 念仏 の よう 


) AM 旧 の 自 は どう な ん で し ょ う 


Q9 人 いて U て 楽し い 総 は どん な も の て し ょ うり 
1 軒 出 症 還 し た 8 の に な り そ う 、 と 席 き な が ら 感 


09 3 役 、 指 いて みた い 世 界 は あり ます が? [沙耶 の 唄 」 開発 初期 に 描か れ た と 思わ れる イメ ー ジ ラフ 。 


A9 SR05 ゆ すっ サス ペン ス っ ぱい や つと か 、 色々 


及 計 や 2 クタ ー だ いひ 背景 を 感じ させ る 、 渋 格好 A10 色々 あり ます が 。 最近 だ と アニ メ は 「 プ ラ ネ テ A11 『 天 使 ノニ 廷 合え で と 佑 
上 介入 2 と か 束 上 で 戦う 可愛 い 女の子 と か 。 ス 」 。 映画 は 「SAW」「 エ イリ テン VS プレ デ タ ー」。 温 耶 の 唄 』 は 一 和希 好 デ 開発 

画 は 「 エ リア 88」「 ふ た つの スピ カ 」 な ど と です 。 分 と し て は 印象 の 強い タイ トシ です 。 で ょ 次 で こ 
Q10 if な 作品: 作家 (映画 、 漫 画 、 ア ニ メ 、 小 説 、 に 負け な いも っ と 良い モノ を 、 と 頑張 っ て いき ます の で 


た - ム 6 と ) を 教え て くだ さい 。 Q11 最後 に 、 読者 へ て の メッ セー ジ を お 願い し ます 。 よろ し (お 願い し ます 


ラー で の ュー 
ァ oy て に と エー うほ イズ 


元 肪 する まで 


隊 Ne リンク 


Ny MT 
RTEP 2 。 。0aM(0)N 直 NL_ 


ラフ の 線 を 削ぎ 落と し 、 ク リー ン ナ ッ プ され た 線画 。 絵 に よっ て 中 央 東口 氏 自 身 が 有 
3DCG が 入る 部 分 は 空け て 描か れる 。 カー 氏 が 担当 する 場合 が ある 。 


png を PC 上 で 行う 中 

* 天使 ノ ニ 

Co の フフ スケ ッ チ 。 手 に し て いる 銃 の イメ ー ジ や 
見 て みよ う 。 の 具合 まで 描き 込ま れ て いる こと も 9 


KJ 
牙 
01 
Y 
リリ 
(t 
N/ 
山 
| 

N 


CG を 例 に 完 友 と で で 元 い ど み フ 9 の eS 


VI いり AL 叫 和信 FF INT ビ ER ロ ソ ! 巨 WV 


グロ テス ク ホ バラ ー に 提 k 戦 し た 『 


こ 『 沙 征 5 の 則 |」 
1 に 注力 し た 『 
ヽ 末 作品 Il を 抜 


カッ トイ ン を 多用 し 、 沿 


ビジ ュ ア ルス タッ フ 3 名 が | 犬 使 ノ - 失 欠 人 


2 の" み ee 


な ま に く ATK 


2D グ ラフ ィ ッ ク デ ィ レ クタ ー。 彩色 と 仕 
| 上 げ 、 色 彩 設 定 の 補佐 を 担当 。 「 速 いし 、 
| うま い 。 何で も で きち ゃ う 天 地肌 で すね 。 


聖徳 太子 みた い に 、 話 を し な が ら で も 彩 
| 色 で きる スゴ イ 人 で す 」 (で じ た ろ う ) 


yoOShiyuki 


タイ トル ロゴ や 印刷 物 、Web デ ザイ ン を 
手がけ る デザ イナ ー。「 い つも パラ ンス 
の 良い 、 最 高 の ロ ゴ を デザ イン し て くれ ま 
す 。 彼 自身 は バラ ンス が 悪い 人 な の に 
不思議 で す ( 笑 ) 」 (で じ た ろ う ) 


や est すい Wertk 


CvedO のど そ 


き 選 写り 


プロ デュ ー サ ー。「『 天 使 一 』 で は 、 レ イア 
ウト や CG 監 修 も 担当 。「 “こう し な さい !" 
と 指図 は せ ず に 、 "こう いう 考え 方 も ある 
より と 視野 を 広げ て くれ る 人 。 説得 上 手 
で す 」 (な ま に く ATK) 


勢い と リズ ム が ある ーー 一 


それ が 中 央 東 ロ イラ スト の 魅力 


ーー 『 沙 耶 の 唄 ]】 も 「『 天 使 ノニ 挨 拳 銃 」 も る 、 
中 央 東口 さん が 原画 を 手がけ て いま す 。 ま ず は 3 
人 か ら 見 た 、 中 央 東口 さん の 絵 の 魅 力 を お 願い 
し ます 。 

な ま に く ATK (以下 な ま ) シル エッ ト が か っ こい 
いで す よ ね 。 絵 に リズ ム が ある し 、 ポー ズ や 表情 
に 動き と 勢い が ある 。 

yoshiyuki (以下 yoshi) 構図 も いい よね 。 あと 、 
彼 の 絵 は す ご 〈 ソ リッ ド 。 

な ま だ か ら 色 を 塗る と 、 か な り 印 象 が 変わ る ん 
で す 。 線画 は モノ クロ で す が 、 を そこ に 明る い 膨 
張 色 を 乗せ る と 「 あ れ ? 膨らん じゃ っ た か な ?」 
と 思う こと も ある 。 これ は 東口 に 限っ た こと で は な 
いけ れ ど 、 原画 家 の 個 性 を 流 み 取っ て 塗っ て い 
ます 。 で も 東口 の 絵 は 、 塗り や すい ほう か な 。 
で じ た ろ う (以下 で じ ) 魅力 の ある 絵 を 描く よね 。 
彩色 は な ま に く 率い る 2D チー ム が 担当 し て ます が 、 
東口 自身 の 塗り に も すご 魅力 が ある 。 『 沙 政 の 唄 』 
サン トラ CD の ジャ ケッ ト な ん て 、 最高 の デキ 。 バ 
シッ と 決ま る と 、 計り 知れ な い 魅 力 が あり ます 。 最 
初 に 応募 し て きた と き の 作品 は 、 モン スタ ー と 男 
性 キャ ラ ば か り で 、 女の子 キャ ラ は 苦手 だ っ た ん 
で すけ と ど ね 。 か な り 修 行 を 積ん だ な と 思い ます 。 
成長 し まし た よ 。 昔 か ら 一 緒 に や っ て きた 身 と し 
て は 、 目頭 が 熱く な り ます ( 笑 ) 。 


グラ フィ ッ ク チ ー ム は 


沙耶 の 唄 』 で 転機 を 迎え る 


ーー で は 「『 沙 耶 の 唄 】 に つい て 。 ビジ ュ ア ル 面 
で の 新た な 試み に つい て 聞か せ て くだ さい 。 
な ま 試み だ ら け で し た ( 笑 ) 。 どう 頑張 っ て も 


ギャ ル ゲ ー と し て は 受け 入れ られ な い の で 、 液 り 
方 も 変え て みた り 。 まず 、 原則 の 筐 の タッ チ を 絢 


(し まし た 。 を れ ま で は 細い 線 で 仕上 げた 6 の を 
綺 形 に 浴 っ て まし た が 、『 沙 耶 』 で は ラフ の イメ 
ー ジ を 生か そう と 、 プラ シ の タッ チ が 見 える よう な 


次 り に 。 つる っ と し た 「CGJ で は な 〈 「 絵 」 と 


いり 反 る 


し て の 完成 庶 が 高い \ も の を めど ざし ぁ 
本 た 


この 頃 か 6 ら 意識 的 に 作品 る 4 


山 の 
うに な り ま し た ね 。 世界 御 か * 用 さ De * 
体 の イメ ー ジ を 統一 に Ces 2 公 語る 


, 4o。 拉 

の 浴 り の 折 点 な っ た 22 - 生 
3 イッ クチ ー / 
転機 た な っ た 作品 で す 。 思 
ーー ホラ ー と いう こと で 、 グロ テス ク な 
つた 作品 で し た 。 

な ま 中 途 半 端 は 良 (ない 
気持 ち 悪 て し て み ま し た 。 
Yoshi し か も グチ ャ グチ ャ し た SE まで 入る じゃ な 
い 『 。 絵 と 合っ ちゃ っ て る か 6 気持 ち 悪 い 。 
な ま 合わ せ た ん だ よ ( 笑 ) ! 肉 に 埋 az 
少女 な ん て 、 ウチ じゃ な いと 描け な いし ( 受 ) 。 
ーー あの 肉 塊 は どう や っ て 描い て いる の で すか ? 
な ま 3D スタ ッ フ に パー ツ を た 〈 さ ん 作っ て も 5 っ て 、 
背景 素材 と し て スト ッ ク し て お (ん で す 。 それ を バ 
ー ス に 合わ せ て 配置 し て 、 上 か ら レ タッ チ を し て 
な じ ま せ る …… と いう 作業 を し まし た 。 元 は 不 所 
味 な 球体 の パー ツ な ん で す が 、 そこ に 血管 を 
いて ベト ッ と 貼り 付け た り 、 エッ ジ を グ ニ ャ グ ニ + 
に し た り し て ます 。 ある 意味 、3D と 2D9 期 
作業 で すね 。 

yoshi 3D チ ー ム も ラー 好き な の で 、 フ リバ 


表現 も 目 


と 思っ て 、 で きる お け 


で 作っ て まし た 。 二 
_ 消 耶 は 少女 の 姿 し か 描写 し な いん 2 


最初 か ら 決ま っ て いた の で し ょ うか が 。 


な ま そう で すれ ね 。 ゃ っ ぱり ん な 変 か わか 5 


いと いう の が s い ちば ん 怖い て すか ら > 時 
ー 一 斜め に 切っ た 2 
落ち 着 か な い 、 な 

な ま 中 央 東口 が * 喘 回 や 資料 間 
不安 定 な 載 図 に し よう 4 
絵 で も 安 了 傾い ヽ て いた 
= きせ る は 5 


yoshi 
ン は リズ ム を 取る だ け # ゆ 、 し 全 す た 
改 メ ー ジ アイ コン ン は 
いま す 。 
少し 日 立つ 6 の に し て ま 


み ゥ ルレ 


『 沙 耶 』 は “CG" で | es 4 
完成 度 を 上 げ ま レー 


7 の と 』 


グロ テス ク な 内 塊 描写 を 苦手 と する ユー ザー の た め に 、「 沙 耶 の 唄 』 に は 「 ソ フト 内 シス テム 」 が 導入 され て いる 。 先 案 者 は 「 内 居 
評 の 坦 内 も 食べ られ な い 」 と いう で じ た ろ う 氏 社内 で は 「 醒 い 肉 列 に 坦 も れれ て いる か ら こそ 、 沙 取 の 可 島 る ゲ 光 る 。 ソ フト 内 シス テ 
ム 人 は 作品 性 を 損ね る の で は な いか 」 と の 声 も 上 が っ た そう だ が 、 結 果 的 に ユー ザー 層 の 福野 を 広げ た の は 事実 だ ろう 


ャ どっ 2 胡 還 ) 応 内 ーー 
、 ょ れ て る ん で すね ー、 ヨ 嘱 本吉 の ) マジ 旧 目 リ 十 HH 全 生 の ) ニニ ジン - に > 
まえ ら れい て る ん ee NG 皮 6 ョ | LTI っ 、 ダイオ イソ ノブ ププ ンジ ン ん 
、 ょ Ds も う ( 笑 ) ! 常に 回 面 上 と うう プ + ! 
た え 、 ぐう 7 タメ 
ぶさ れる も の な の で 、 読ん で いて 不快 感 る 与 ー ビ エロ コー 5 共 5 居 の ) メ の ア ュ ラー c あ で 
に ま ぶ さ れ く $ ー デ 。 十 ロ ァ コ プ ) / / 1] ( ど だ ンー 一 ンー 
、。、、、S に 、 デ ザイ ン に も 気 を 遺 いま す よ 、 ちな イア 見 9 る だ ワン ソン プ や ソフ バー/ ン で 9 こ レ だ の 


きき ベー ジア イコ ン は 、 め 耶 の 子供 みた い の が 


sw を べ うべ と 吐き 出し て る イメ ー ジ な ん で す ( 笑 ) 。 


ーー それ で は [天使 ノニ 授 拳 銃 ] に つい て 。 こ 
ぐ 人 は 中 出 方 法 が 特徴 的 で す よ ね 。 
合計 気 重 処 の 作品 な の で 、 演出 で イメ ー 
\ 代 めで いと ニー テー さん に 伝わり に くい か な と 
よん た で す 。 庄 自 な ら 撤 待 の 同 や テン ボ を 表 


云 で きる けれ と 


で 、 舟 止 回 メイ ン の ゲー ム で は それ 


そん よね ? それ で カッ トイ ン を 多用 する 演 
こし て み ミ ! ネ 、 


。 半 の よ うな も の を 作ろ うっ て 話 だ 


すけ と ね 。 シナ オォ 6 映画 的 だ し 、 中 央 
* 基 表 好 き な の で 

4.3 比 キ み が イェ ュ 
0 画面 だ けた ょ で きる 構図 か 


も と い 3 知 か ら 始 まっ て . 


で 、 パノラマ 


!6: 9 の シ ネス コ サ イ ズ の CG を 


入れ て みよ うと いう こと に な り ま し た 。 を その後 シ ステ 
ム が 変更 され た 段階 で 、 「 カ ッ ト イ ン も 入れ られ る 
ん じゃ な い ?」 と 言い 出し た の が 運 の 尽き ( 笑 ) 。 
それ まで は 4 - 3 と いう 制約 が あっ た か ら 悩 まず に 作 
れ た けど 、 その 制約 が な く な っ た わけ で すか ら 。 
表現 の 幅 が 広がっ た こと で 、 取捨 選択 が 死ぬ ほ 
と つら 5《 な っ て し まっ て 。 トイ レ の 個室 だ っ て 、 「 と 
こ 使っ て も いい で す よ 」 っ て 言わ れる と と れ に し よ 
うか 悩む も ん ね ( 笑 ) 。 

で じ や っ ぱり 制限 の ある 中 で 表現 する の が 、 わ 
か りや すい し 作り や すい こと に 気づい た 。 

な ま 自由 っ て 大 変 。 怖い よ 、 自由 ( 笑 ) 。 
で じ で も る 、 この 演出 方 法 だ か ら 6 こそ 実現 で きた 
表現 も いっ ぱい あっ た よね 。 

な ま 確か に 、 他 の 作品 に は な い 面 白い カッ ト が 
増え まし た 。 

で じ 後ろ 姿 の イベ ント CG な ん て 、 他 で は め っ 
た に 見 な いで し ょ う ? 「 そ ん な CG を 入れ る な ら 6、 


州 


〇 つの 6 る 


『「 天 使 ノニ 枢 挙 伝 ] に は 、 シ ネス コ サ イ ズ の CG が 多 公 用 いら れ 
| 長 の CG を スク ロー ル さ せ て 表示 する 、 ド ラマ ティ ッ ク な 演出 が 可 
が 本 立っ て いた の が 、 左 に 学 げた 劇 古 化す る ペー ター の イベ ン 


we 分 で 計り た か っ た ぐら い ( 笑 ) 」 


yoshi あと は エン ディ ング の スタ ッ フ ロール も うま 
行っ た と 思い ます 。 前 か ら や り た か っ た 演出 で し 
だ Se 

な ま で も も っ と 時 則 が あれ ー と 思う こと る 多 
で すれ ね 。 天使 は モノ クロ 、 人 間 は ヵ カラ フル な 


色 使 い に な っ て る 
間 だ け と モノ クロ で 
て いる 。 ゲー ユ ム 中 で る 
し 出し た か っ た な 

で 天 現 し た こと を 定 
と 思っ て いま す 。 
で じ 『 訂 骸 麻 京 ポ ま で は 、『 天 使 』 を 雅 ま えた 


上 で の 演出 に 反戦 し て ます し ね む 。 作品 を 


と に 、 彩色 も 演出 も ステ ッ プ テッ プ し て いま 
ちら の 作品 る いい 経験 、 苦労 し まし た けど ね ( 実 


て いる 。 これ に より 、 棋 
態 に な っ た 、 こ の 演出 
トシ ー ン ネ スコ が 
効果 的 に 使わ れ た 成功 例 で すね 。 他 の グラ フィ ッ カ ー が 肛 色 を 担当 し まし た が 、 優 が 自 


(な ま に く ATK) 


つ 
ト S に し ヒジ 


3DCG で 描か れ た 銃器 ・ 車 


読 と メカ ニッ ク グ 25 の ご あり は ニトロ プラ ス 作 品 の 列 So 
レン 


unS Explanation 


ェ イ = モコ レグ の 重点 を 置 、 な る べく 給 情 に リフ 


込み 


る し か で ん - 


記 記 = ビー 用 に 内 き の リ コイ ルス プリ ング まで モデ リン 


CoOmment t 
SDOG IEWW 


工 Gun 雑 誌 の 表紙 と イメ ー ジ し て っ ょ ょ 
? 四 回 の も つ 加 悪く 、 そし て 、 本 来 武 吾 に 
の 無い 美しき と 表現 し た つも り で す 、 現実 感 を 


た め 、 ラ ジ ォ シテ ィ ょ い ュ > 


Be ド G で いま す 、 


資料 に ある 数 値 だ け で は サイ ズ の 感覚 が 掴め な いも の で す 。 モ デリ 
で 8 よう に 作っ て あり ます 。 ノロ ら . 資料 の ング が 完了 し た 後に 、 ガ スガ ン が 発売 され まし た が 、 や は り 起 像 より 
eS た お 5 ゆる 角度 の 画像 を 集め て 、 形 を 推理 し デカ イ ! ノ ロ 是 . [デモ ン ベ イ ン 」 で 使用 され た クト ゥ グ ア の 追加 バー 
aa を ご 0 の が 見 だ 5 多少 の ズレ が あ 。。 ツ を 取り 払っ た も の を 改造 し て 使用 し て いま す 。 パ レル が 突き 出 た 
時 - / ロ 3. 箕 の 美しき を 表現 する た め 、 ハ ンマ ー 付 銃 は バラ ンス が 難し いで す 。 モーゼ ル の 場合 、 さ ら に マガ ジン が トリ 
== ミ と | の 甘 面 、$ ら に スラ イド と フレ ー ム の 曲面 を ガー 前 に ある の で 、 モ ー ゼ ル ら し さ を 出す の に 時 間 が か か り ま し た 。 
還 還 記 に きか は まし た 。/ ロ 4. ス ライ ド 前 部 の デザ イン と プロ フ . グ ロッ ク は 美 し さ より も 、 そ の 無骨 さ を 念頭 に お いて 制作 し 
旧記 放 = ト nf リ ガ 多 少 赴 う だ け で 、 ほ ば ぼ 「3] を 流用 し て まし た 。 し か し フレ ー ム 部 分 は 曲面 が 多く 、 ま た その 樹脂 らし い 質 感 
を 出す の に 苦労 し まし た 。 プロ 互 - いろ いろ な 作品 に ちょ くち ょ く 出 
を ます / ロ 5、 赴 格 外 の 大 き さ な の で 、 ト リガ ー 演 し て いる 銃 で す 。 ス ライ ド 上 面 の 特徴 的 な 曲面 な ど 、 随 所 に 美 し 
連 列 上 5 ラン ス 度 覚 を つか む の に 苦労 させ られ まし た 。 い 曲 面 が あり 、 カ ガバメント らし さ を 失 わ ず に それ ら を 3D で 表現 する の 


し た 。 銃 と い 


は 想像 以上 に 困 難 で し た 。 プロ 弓 . フ ラッ シュ ハイ ダー や バイ ギ ッ ト 
の クレ ー ド ル 部 分 な ど 、 細 か く て 複雑 な 作業 の 多い 倒 
ツ を それ ぞ れ モデ リン グ し 、 最 終 8 的 に 組み 合わ せ 、 そ の 
を 整え て いき まし た 。 ノ 4 ロ .- モ デル カン を 参考 に 各部 


還 
可能 で す が 、3D 的 に は あま り 意 味 が あり ませ ん ね ~ 
ド や グリ ッ プ の 刻印 は ポリ コン で 製作 する 予定 
張る の で 、 バ ンプ マッ プ を 使用 し て あり ます 。 


し 


| 


Vehicles 王 xplanation 
IMIINI 己 ooper 呈 . リ ニュ ー ア ル さ れ た ミニ クー パー で す 。 ボ 
ン ネ ッ ト の 穴 は スー パー チャ ー ジ ャ ー の 指 載 を 意味 する も の で 、 グ レ 
ー ド は 「S] と な っ て いま す 。 実車 の デー タ を トレ ー ス し て 作成 し まし た 
が 、 あ まり 似 な か っ た の で 各部 分 を デフ ォ ル メ し て いま す 
Iviercede=- 互 enz VV ど 己 口 王 巳 ロロ. ペン ツ は 員 料 が 
豊富 に あっ た の で 、 モ デリ ング は スム ー ズ に 行え まし た 。 実車 は か な 
り 車 格 が 大 きく 、 迫 力 の ある 車 で す の で 、3D で も その 威圧 感 の よう 
な も の を 出す よう に 他 の 車 よ り 大 きめ に レン ダリ ング し て いま す 


ロロ 局所 己 ayenng. 細 か く モ デリ ング し て あり 、 デ ィ ス 
ク ブ レー キ も 作り こん で あり ます 前 か ら 見 る と ポル シェ で す が 、 後 ろ 
か ら 見 る と 普通 の SUV で す 実車 は ポル シェ が デザ イン し た と は 思 
えな い 危 うい 雰囲気 が あり ます 3D で も 表現 で き て いる で し ょ うか ? 
日 entley ontinencal ご . ホ ント に チ ョ イ 役 だ け あっ 
て 、 こ の ホイ ー ル は 実は 二 次 元 だ っ た り し ます 。 立体 の よう に 見 えま 
す が 、 た だ の 平面 で す 。 し か し 、 キ ャ ン パ ー 角 や キャ スタ ー 角 を 少し 大 
げ さ に 付け て 、 リ アル に 写る よう に 工夫 され て いま す 。 


つの 6 8 


3 スタ 
これ も 同じ くせ し 0 
ロ . こ か も に 人 

ム ど と ワ ロ ブル 0 
Me いか に も ホン らし し イグ 
ー が に 8 】 

RT ァ ザ イン 
eo リ ま せん = ス 本 、 
に ェ ンジ ン まで は 作っ て だ と ジ プ の 2 

に に 】 2 いら 
ee は 1980 年 に ドイ (7 本 
の カタ ナ で す 。 vn 
試作 器 を モデ リン グレ に ヤグ 

由 = 
ナ に な り ま し た 。 


| 
用 
ョ | 
田 
田 


Commenrt to 
3DCG Gravure 
実際 の 重 を その まま ト , 


る 。 M( 三 員 を 加工 し た だ け で は 生み 山 す こと の き な むい 7 し さや 、 熱 、 情 
2 て みる と 新た な 発見 が ゆる は ず / 


つら ば 


Z1ZZ STUDIO の サウ ンド 


V ` ま や ニトロ プラ ス 作 品 に は 欠か せな 存 作 で あ > 
: で ある 、 
と 歌姫 いと うか みこ 


ニトロ 作品 の 音楽 
紡ぎ 出す 人々 


『 大 使 I 沙 j」 陣 作品 の 曲 が 生 み 出 ミ 】 し た 


ふ こ て A ぐ Sr 


ー ト ロ プ ラス 作品 の テー マ 曲 や 挿入 歌 を 歌い 、 そ の 力 の ある 歌声 で ファ ン を 虜 に 
2004 年 に 1st. ア ル バ ム 「 パ ズル 」 、 そ し て 2005 年 5 月 に 
好調 な セー ルス を 記録 する 。 ボー カル の 仕事 以外 に も 、 ニ トロ プラ ス の 名 物 広報 ・ ジ ョ イ ま っ くす 
氏 と の タッ グ で 人 気 を 集め る Web ラ ジオ 「 ア フロ プラ スバ ラダ イス 」 で パー ソナ リティ を 務め 3. 


いと う か な こ 


し 続け る 歌 筐 。 
は 2nd. ア ル バ ム [サイ ン | を リリ ー ス し 、 


| あま り 考 えす ぎ な いと いう か 、 感 じ る まま に 歌っ て いま す 」 


音楽 観 が 変わ っ た 


ZIZZ と の 出会い 


ーー ニトロ プラ ス 作 品 の ボー カル の 仕事 を する よ 
うに な っ た 、 き っ か け を 教え て くだ さい 。 

る と る と ZIZZ さ ん の 中 の ひと り と 面識 か あっ た ん 
で す 。 こっ ち に 上 京 し て か ら 1 年 くら いし て 、 を 
の 方 に 誘わ れ ま し て 。 「 音 楽 の 仕事 を し て る グル 
ー プ が ある か ら 、 か な ちゃ ん 歌っ て みな い ?」 っ て 、 
遊び に 誘う よう な ノリ で ( 笑 ) 。 それ で 歌っ た の が 、 
た また ま 『 ハ ロワ 』 の エン ディ ング 曲 の 「 燈 星 」 
だ っ た ん で す よ 。 それ か らい つの 間 に か “いつ も 
いる 人 人” に な っ て まし た ( 笑 ) 。 
ーーZIZZ さん と 組む よう に な る 前 か ら 、 ラ イブ ハ 
ウス な ど で 和 歌っ た りさ れ て いた ん で すか 7? 

を そうですね 。 アマ チュ ア 時 代 は 、 ずっ と 有名 な 
外国 の 歌 ば か り カ バー し て まし た 。 ZIZZ さ ん と 出 
会 っ て か ら 、 は じ め て で て 「 オ リ ジ ナ ル の ほう が いい 
に 決ま っ て る !】」 と いう 気持 ち に な り ま し た ( 笑 ) 。 
ー 一 洋楽 を 歌わ れる ん で すか が? 

洋楽 6 歌い ます し 、 アニ スソ ング も 歌い は ほす 。 「 キ 
ュー ティ ー ハ ニー」 と か 「 ハ クシ ョ ン 大 魔王 」 と か *、 
その 辺 が 大 好き で すれ 。 実は 私 、 ア ニス バン ド も 
や っ て た こと が ある ん で す 。 完全 コピ ー バ ンド で 
すけ と 。 か っ こい いん で す よ ね 、 70 年 代 の アニ 
ッ ン っ て 。 バン ド 活 動 し て た 当時 は 、 原 曲 を を の 
まま 再現 する の に 燃え て まし た 。 


ー 一 責 を 完成 させ る まで に 、ZIZZ さん と どう いう 
や り と り が ある ん で し ょ うか ? 
レコ ー デ ィング まで は ほとん ど 何 も 聞か され な いで す 、 
私 ( 笑 ) 。 を の 歌 の 録音 中 に 、 作詞 家 の 江幡 
さん か ら 「 詳 し 言う と こう な の よね て 」 と か 、 ち 
ょ こっ と し た アド バイ ス を も らい つつ 、 あと は ほとん 
ど 感じ る まま に 歌っ て いま す 。 
ーー「 天 使 ノニ 反 拳 銃 ] の 収録 は いか が で し た が ? 
「 結 唱 」 と いう 曲 が あ る ん で す が 、 これ は も と 
も と ワタ ナ べ さん が 歌っ て いた 曲 だ っ た ん で す 。 
それ を 『 天 使 』 に 使う に あたっ て 、 私 が 歌う こ 
と に な り ま し て 。 歌詞 も 男性 か ら 女 性 に 向け て 書 
か れ て いた も の を 、 女性 の 気持 ち に な る よう に 言 
葉 を ちょ こっ と 変え て る ん で す よ ね 。 そこ の 部 分 を 
「 な る は ほど 、 ぴっ た りあ っ て る な あ 」 と 思い な が ら 
歌っ て いま し た 。 
「 沙 耶 の 唄 ] で は 、 い と うさ ん の ミニ アル 

バム 「 パ ズル 」 か ら 曲 が 提供 され て いま す 。 

ちょ うど 『 沙 』】 の 側 作 時 期 と か ぶっ て まし て 。 
意味 合い 的 に も すご 〈 合 っ て いる し 、 山 6 い いか 
と いう こと で 、 使う こと に な り ま し た 。 私 、 「 ガ ラ 
ス の 〈 つ 」 が 流れ る エン ディ ング まで いっ た ん で す 
よ ! すご いび ぴったり で よかっ た で す 。 


自分 の 中 の 経験 が 


作詞 に 活か され て いる 


ー 一 5 月 に 発売 され た ニュ ー ア ル バ ム で は 、 歌 詞 


を すべ て いと うさ ん が 書か れ た と か 。 ど うい う シ チ 
ユエ ーション で 考え た りさ れる ん で すか が ? 

わり と と こ で も で すれ ね 。 紙 と 氏 筆 は 必ず 持つ ょ 
うに し て いま す 。 あと 、 昔 の 日 記 を 見 直し た り 、 
映画 の 感想 文 を 詞 っ ぱく 残し て お いて 、 で こ か 5 
引っ ぱっ て きた り と か 。 や っ ぱり ちゃ ん と 物語 が な 
いと 歌 に な ら な いと 思う の で 、 全部 で は な いで すか 、 
ネタ は 自分 の 中 に ある 、 っ て 感じ で すれ 
ー アル バム の 中 で 特に 思い 入れ が 深い 角 は 】 

「 卒 業 証書 」 で すね 。 これ は 私 が 曲 & 調 6 災 
いて る ん で す よ 。 実は 何 年 6N に 書い た 由 
ライ ブ で は 歌っ て いた ん で すか 、 に 6 
れ て な くっ て 。 今回 、 避 江 きん に 罰則 し て 
サイ ン 」 に 収録 で きた の が 千 し かい っ た で 


ー 一 最後 に 、 今後 の 抽 負 を お 間 か だ S 
ys で ガン ガン か か る ここ 

抱負 は 有 診 放送 で カン 夫 
( 笑 ) 。 まず は そこ か ら > 


大 で まい り ます の で 、 応 


で す ヵ ゎ 。 羽 も 
棚 よろ し (お願い し まり ・ 


2nd ア ル バ ム [サイ ン 


全曲 、 い と うか な こき ん 
作詞 の フル ・ ア ル バ パム * 


(524 ぐ 5 


で は 添え を 物 か も し れ ま せん が 、 
ちの 味 を 出し て いけ れ ば と 思い ます .」 


ー 一 開花 エン ディ ング で 流れ る [沙耶 の 唄 ]」 は 江 


天使 」 と 「 沙 耶 」 の 幡 さ ん が 作詞 ・ 作 曲 さ れ た そう で すね 。 

サウ ンド ワー ク に つい て 江幡 シナ リオ を 読ん で 曲 が 浮か ん で し まい 、 

ーー「[ 天 使 」 の 音楽 の コン セプト と は 。 あり えな い ほ ど ラ フ な 状態 で 提出 し た デモ だ っ た の 

機 江 作品 は ロー ドム ー ビ ー 峰 と 話 を うか が っ た に 、 虚 淵 さき ん の OK を いた だ け て 。 どこ まで 16 授 
MVECO お 尽 寝 し て ん で 、 そこ か ら イ メー ジ を 膨らませ て 、『 バ ッ フ ァ いこ 磯 江 の 纏 曲 で 不純 物 
0 ko っ て 思い ロー66”』 みた いな 感じ か な 、 と 当たり を つけ て 。 が イッ パイ 混じっ て ビッ クリ 。 で 6、 アリ ( 笑 )。 
61 会社 に 2 ゲラ ム や プロ グレ みた いな オー ルド ロッ ク 系 の 曲 や 、 ー 一 最後 に な り ま す が 、 毎 回 ZIZZ の 音楽 を 楽し 
cup て 20 た ん で 5 の 録音 機材 を 使っ た よう な 、 な ん と る 質感 の あ み に し て いる ニトロ ファ ン の 方 た ち に メッ セー ジ を 。 
ht | kk で 人 ( 笑 ) る 音 で 演奏 し た 貼 を 使っ て た りす る …… そ ん な 條 磯 江 普 楽 は ゲー ム の 中 で は 添え 物 か る し れ ま せ 
ar を Mo て の 64 に た 相 2 計 骨 気 を 日 指し まし た 。 ん が 、 作品 性 に 合わ せつ つも 6、 僕ら の 持ち 味 を 
ー ァ 、v ス ・ ス タ ジ オ で す ・ 陸生 る よう ー [天使 」 の 曲 の 中 で は 、 一 斉 の テー マ 曲 で 出し て 、 皆さん の 記 億 に 残る 曲 を 作っ てい けれ ば 
ーーg98 と 2 ある 演歌 ロッ ク は 各 方 面 で 評判 で し た 。 聞 く と ころ と 思い ます 。 
た 2234 は あす る 12 に よる と 、 ニ トロ 社内 で も 受け て いた と か 。 
、、 日 折 が 音楽 の 仕事 磯 江 作曲 し た 神保 仲 太郎 さん に よれ ば 、 発注 
。L て い 8 放し て いた の で 、 『 ツ ェ ド ゴ ニ ア ァ 』 通り と 言っ て いた ん で すけ ども ( 笑 ) 。 カッ コ よ す たこ 
JVS に 還 歌 の お 話 を いた だ いた ん で す よれ ね 。 ぎ ず 、 で も コミ カル で も いけ な いと いう こと で 、 演 
< 軸 和 T は か まし た る ぜ ! と 思っ た と か 思わ な 歌 風 の フ レー ズ を ロッ ク っ ぱく 弾い て みて 。 それ を 「 沙 耶 の 唄 」 の 世界 
2 た は か ( 科 )。 マテ リア ル に 、 コラ ー ジ ュ 的 に 構築 し て いっ て 生ま AS 
恒 江 まほ で は ずっ と 音楽 畑 で 、 柱 山 と か マ れ た 曲 だ と お っ し や ゃ っ て まし た 。 れ た と 語る 春 江 氏 。 [ 沙 
ニャ ュ レー ト と か 、 そう いう 仕事 を や っ て いて 。 ま ーー「 沙 耶 」 の 音楽 に 関し て は 。 耶 の 唄 ] フル コーラ ス 
9 で やう て いる ん で すけ と ( 笑 ) 。 で 、 そ 磯 江 最初 ケミ カル な イメ ー ジ を 感じ た ん で す よね 。 NE られ 
9 邊 で ネッ トワ ー ク が で き て (る ん で すね 。 気 が つ で 、 虚 淵 さき ん か ら 話 の 内 容 を 閉 い て 、 凌い 明 確 AKG 
(8 人 t 介 か 5CD を プレ ス し て 、 ユー ザー に 届け な イフ ー ジ の APREORED PO St 
に 作 間 た ち で まかなえる 様 に な っ た ん 江幡 帰ろ 時 間 も も どか し げ だ っ た よね ( 笑 ) 。 < 
to 直江 楽器 の 音 じ ゃ な いと 思っ た ん で す よ ね 。 の 
ku 3 問 全 時に 水 が 滴る 音 と か 生活 音 と か 。 ノイ ズ と か 汚い 音 が 独特 な 世界 観 を 表現 
98 (9。 この 際 ES 極限 の フイ ズ が 3 SD の 1 
っ:nn 美しく 調和 し て いる 。 そん な イメ ー ジ で し た 。 で 、 人 
BDP こち で や っ て 。 神保 さん の ラウ ド で ノイ ジー な ギタ ー の 申 も あっ て 、 28 曲 が 収録 され た 豪 

それ が また 冷 く て 、 カッ コ よ か っ た で す よ ね 。 華 2 枚 組 だ 。 


edoc.r g (SN 
バ \ 
MA 音楽 を 制作 し 続け る 


こ 音楽 5 
4 っ て us に 5 る よう に な り を san STUDIO」 の 代表 。「 ヴ ェ ド ゴ ニ ア 」 か ら ニ トロ ブ 
た CM、 テ ー マ 曲 な ど ニ トロ 作品 の 音楽 面 を 支え る 欠か せな い 存 


いる に 坦 江 氏 を は じ め と す ぇ っ 」 
ZZ ュ ー らい 
| ここ Nrno SUPER soNic 200m いい と うか な こ アル バム の プロ デュ ー ス も 行っ て 
| 」 で シャ ウト する 夏 江 氏 」 
内 斉 
MIT 下 
| - と M 
IL の 本 ーーー ル J 『 て て て ,S、、 
4 * コ mm 
MNT 45 る の DTP テ ザ ィ ン (」) な と 
を 川 っ こい マル チ な 地 能 ぶり を 発 押 する クリ エイ ター。 年 季 の 


ング だ 記 呈 み と い ぅ ン 
2 の な っ て ぃ ぇ 。 アー 狗 の も あい は ず 。 最近 は 破 江 氏 と 共に 、 音 楽 側 
の 人 氏 の ファ ン だ と 公言 し 、 ェ 


こう 朝間 4 


呈 ECIAL DLLA ム 日 ロロ ATION 


ふた り の 絵師 に よっ て 、 新 た な 命 が 吹 き 


こ j 和 人 よれ た 沙 取 


中 央 東口 氏 の 揃 く 彼 女 と は また 人 違っ た 野 力 に 溢 】 遇 


ーーーーーyW 
IT し カ 「 沙 

ーー esAc う mg の し の 」 

トー ム よ り 呈 朋 に 


5 
きん りき まん と う 参 ぶ に っ と し た 直 ら し い キ ャ ラク ター を 描く 、 ニトロ プラ ス 所 属 の 原画 家 。 2 
発売 され て いる 雑誌 「 ア クシ ョ ン リ プレ イ ] の 家 紙 を 手がけ て いる 。 代表作 は 「 "Helo.word"】 レ ーー 一 


ト (6052 _ oi 還 


IIustration by Kinriki Mantoh 
Profi1le 


に 


天使 ノー 擬 浴 銃 」+」 沙 四 の 中 


間 


で 世に 出さ きれ た [天使 ノニ 抵当 就 」 [沙耶 の 叫 」 の 因 
を 一 装 結 介 | 細部 に まで こだわ っ て 製作 され た アイ 
ィ ン な ら ぜ ひ 入 考 し た い 包 品 や ぞろい だ 


03 35WINCHESTER MLAGNUM 
from Angelos Armas 
2800 円 (税込 ) 


ニトロ プラ ス 作 品 に 登場 する 
久 詳 類 を モチ ー フ に し た グッ ズ 
シリ ー ズ “"NITRO+ BULLET 
COLLECTION" の 第 1 弾 と し 
て 甘 売 。、 ヴ ィ ム の 45 口 径 ウィ 
ンチ ェ ス ター マグ ナム 弾 を 再現 
し た アク セ サ リ ー 


()1 CUNS&WINGS 
天使 ノ -: 抵 湖 銃 マキ シシ ング ル 


1050 円 ( 違 込 ) 


ォ オープニング テー マ 「 さ きめ 
な い 骸 」 な ど 3 山 の ポー カ 


ル 遇 と 、 カ ラオ ケ も 収録 し 
た マキ シシ ン 


グル 


Amgploe Arrngs 


+ ま と 2 が 


Official Goods 


5 サン タ ア ン リ テレ カ 
ー 1iS0 円 (非課税 ) 


()2 Angels Armas 天使 
オリ ジ ナル サウ ント 
2 円 (税込 ) 。 


| 作 中 の BGMI 加え 7 
| 傘 "いと うか な ご "と 新 / 
| に 参加 し た "ワク ナベ " 
| が 芝 う ポー カル 曲 を 食 お 
| 全 26 曲 を 収 外 


ト 


04 大 伏 ノ ニ 鬼 状 先 ネー 請 短 


22800 円 ( 税 入 ) 


オー トマ グ 四 の モデ ル ガ ン と 作 中 で 
ヴィム が 手 に する 二 近 挙 続 の 侯 団 
シー ル が セッ ト に な っ て 登場 


()6 アシ 等 身 大 POP 
「 5800 円 (税込 ) 


たら お 
フ ヒ 2 じ 


100 体 限定 で 販売 され た アン 
リ の 巨大 POP。 高 さ 1650mm 
※ 幅 700mmX 奥 行 250mm。 


07 。GATHERINGoPANe 主 


大 使 ノニ 擁 拳 凍 


本 編 ソ フト の オフ ィ ジ ャ 販 語 
特 内 。 [天使 ] を お お 置 上 宣 華 
作家 條 が 描き 下ろ し 微 示 
が 満載 の 引 重 1 仙 


()1 沙耶 の 唄 
オリ ジ ナ ル サ ウ ンド トラ ッ ク 
2100 円 (税込 ) 


ZIZZ STUDIO 運 身 の サ 
ウン ド が 坦 能 で きる 1 枚 。 
ポー カル 氏 も フル バー ジ 


ョ ン で 全 畠 収 鍵 ! 


Oo の と ayA 


()4 中 央 東口 描き 下ろ し 
沙耶 の 唄 テレ カ 
沙 地 
1 円 (税込 ) 
『 光 虹 の 器 』 原画 担当 ・ * 中 大 
東口 氏 の 描き 下ろ し テレ カ 


沙耶 の 修 さ が 表現 され た 幻 棚 
的 な 1 栓 


0 中 央 東 唱 の シャ イニ ング エクソシスト PX 


AGAKURP ROYAL 


) り 
中 央 東口 氏 が 「 電 葉 5 誕 由 (税込 ) 


| 姫 」 誌上 に て 連載 し て 
いた 「 中 央 東口 の シャ 
| イニ ング エク ソ シ ス ト 

| 追 伺 者 一 ] の バッ ク ナ 
| ン パ ー と 、 庶 淵 女 氏原 
| 案 の 反 き 下ろ し コミ ッ 
| ク 「HAGAKUHE 
| ROYAL| 32 ペ ー ジ が 
同時 収録 され た 1 代 。 


(2 沙耶 の 唄 卓 FEOP_ 
「  A タ イプ (沙耶 ) 
525 円 (税込) 完売 


沙耶 が 無邪気 な 笑顔 で 迎え て く 
れる 、 フ ァ ン 垂 洗 の 卓上 POP。 
残 飼 な が ら す で に 完売 。 


Official Goods 


07 ウ 耶 の 系 


本 旨 ソ フト の オフ ィ シ ャ ル 通 販 
特典 。 中 央 東口 氏 の ラフ イラ 
| スト が 収録 され た 原画 集 


03 区 の 了 上 POP 
「ー B タ イプ ( 津 久 葉 瑞 只 ) 


525 円 (税込) 


「 沙 耶 の 唄 ] より 、 津 久 葉 明 も 卓 
上 POP に ! 巨乳 美女 に 規 さ れ 
た いあ な た に ぴっ た り の 1 品 。 


| 


()5 きん りき まん と う 描 き 下 る し 
= 沙耶 の 唄 テ レ カ 
沙耶 


1500 円 ( 悦 迄 ) 


氏 が 必 き f 内 信 ” 
か わい い チ レポ シン カー トド 


M グ / メ に 関す る お 問い 合間 
ー コ |、 トロ プラ ス ダ イ レ クト 
TE L:01-$297.8ONO 
(年 曽 山 時 = 儀 7 時 まで 
FAX:01.5297.8U0W 
E-Mailinitr Jet 旨 ーー 

(1 UM ルール 1 
ご 上 和 と な り ず すす 
HP:hups:/hop. 山 人 


人 | 欄 中 人 業 
| 内 聞 人 

Ju A 
WP 


1 oni 
人 


リプ ラス ダ を 


欠 ダ ッ ズ の 働 覆 は 。「 まり 


[沙耶 の 唄 」 に 陵 場 する 人 物 た ち は 、 声 と こ か 不 婦 な 訂 折 2 
で ある 。 主人 公 は も も ちろ ん の こと 、 を の 親友 、 絡 友 の 協力 名 た 人 々 


い を 寄せ る 女性 、 隊 人 、 どれ を と っ て も 例外 と いう こ ょ かん, 3 
ゆ 季 の 山 李 の な い 衝 大 を 除い て ーー。 な に V2 和 所 (前 の 人 
依ら の パー ソ ツナ リティ を ここ で 今 一 度 容認 し て みて は いか が 


e 


FUWIMTINORTSAKISAKA 


人 公 。 タン シン クロー リー の 樹 岐 事 
に 狗 き 込 まれ 、 則 舟 と 、 正 常 な 視 


を 和 失う 。 その た め 、 人 間 や 、 人 間 
| の 作っ た も の が 肉 塊 に 見 え 、 逆 に 
人 間 必 か ら 最 も 信 い 存 存 を 少女 と 
し て 胸 則 し て し まう 。 沙耶 へ の 季 が 
際 F6 た びに 、 人 へ の 人 人 
や 薄れ て (すなわち 狂気 の 世界 
究 き 旭 ん で ) いき 、 最 役 に は 己 か 
界 の どちら か を 減 ぽ すず こと に な る 。 
/ 
NT る , 
本 細 の ヒロ イシ 。 ロイ イー 
く 《 り だ し た 人 格 。 その 目 0( は 財 胡 だ が 、 
人 間 の 交 化 月 収 し て い 《 央 邊 で 、 
記 信 内 克 の 一 央 欄 と 月 内 。 そし て 、 


座 人 奏 情 を 捕 も 必 な いな ため に 、 本 
栓 私 な 個 代 を 生え な いで いる 。 だ が 、 
仙 舶 民代 れ な さだ ば より 、 将 測 の 
再 福 、 夫 夫 の 目的 全面 か お 9 と 深 
馬 ず る 。 芝 征 で 構 虚 し た 人 性 な の 
で アシ パラ ンス 4 間 も 。 


悪 に 軸 b れ 、 捕 食 さ れる 


ーー で OSOKT 


孝志 に 思い を 寄せ る 女性 。 
青海 と は 親友 同 王 。 思 v 
切っ て 自分 の 意見 を 言う ご 
と も ある が 、 基 本 的 に は 
が 識 く 、 周 囲 に 流さ れ や 


SN 沙 取 に 体 を 作り 変え られ 、 了 
償 ] 都 紀 と 沙耶 の 愛玩 動物 ( 
ー 月 され る ハメ に 。 


志 


ふた つの 願 を 持つ 脳外科 

。 普段 は 優秀 な 医師 だ が 、 

術 的 な 事件 や 異 界 の 存 
訂 を 喚 ぎ つけ る と 、 探 東 者 
と し て 活動 を 開始 する 。 令 
を 持つ こと で 安心 を 得る バ 
ト ライ リ ァ 。 意外 に も 飲 
に は 詳し いわ け で は な い 5 


孝紀 の 利 友 。 青海 と は 
人 同士 。 事故 以 来 めっき ! 
空 わ っ て し まっ た 都 紀 を 
底 案 じ て い る 。 橿 端 に 猫 
で ある 以外 は 外見 的 な 
点 も な く 、 情 に も あつ いた め 
周囲 の 人 間 に 好 か れる タ 
プ で ある 。 発 事 も それ な り 
こなせ る 。 


『 

人 包 坂 赤 の 陸 に 住む DTP デ 
ザイ ナー 燕 主 夫 楽 。 妻 が 
出版 社 に 動 務 し て お り 、 そ 
こ か ら の 欧 注 を 請け 良 っ て 
いる と 思わ れる 。 缶 給 を 描 
く の が 趣味 。 沙也 に よっ て 
氷 き いじ られ 、 他 記 と 同じ 光 
景 を 見 る 汰 目 に な っ た 不 圭 
な 人 物 で ある 。 


2 に 


思い pe 


は 、 家 音 の 臓物 の より な 肉 塊 や 、 販 廊 に 似 た 織 毛 で 浴 り 込め られ て いた 。 


ad て の 親友 た ち も 今 や 人 の に は 見 えな い 。 “それ ら ” は ぶよ ぶよ と 醒 く 郊 く 肉 塊 に すぎ な か っ た . 


だ が 、 そ ん | 誠 彼 の 目 に も ね る 、 た だ ひ り だ け 人 間 の まま の 姿 で 見 える 少女 が いた 。 


培 玲 一 面 を 竹 い つく す 弧 み 仙 れ た 山塊 。 半 
だ け で 再 表 と 斉 返 あれ て い ( 気 分 に な る 四 育 。 目 
め と な い 巡 き 気 を 租 計 せる 外気 。 匂 誠 孝 紀 人 に と っ て 、 
婦 入 と の 謝ら い に 近い も の だ っ た 。 も ちろ ん 
友 入 た も に 非 か ああ う は ず 6 な い 。 有 釣 な の は 島 
志 の 知 愛 、 た だ と 看 だ が け な の で る 。 

包 坂 秀紀 / タワー リー の 横転 事故 に よっ て , 
全 に 関わ る 作 我 を 願 に 負っ た 。 一 命 は たり た め た も 
の の 、 痛 あ れ た 導 境 の 融 作 用 な より, 修 の 用 に は 
和 大 な 障 寄 が 履 っ 記 の が 。 すべ て の 6 の 月 (s 
見 えて し まう の で あぁ 。 人 間 と て その 例外 で (4 な (、 
か つて の 友人 た も 交 案 を 入 ね て あ た と か 6、 修 
は 散 が 施 な の か を 分 ける こと すら で も な か っ た 。 
打 友 で ある 放 亡 和 和 。 を の 交 人 で る 施 人 


青 廃 。 そし て 邦 紀 思い を 寄せ る 浴 久 次 台 , 彼ら 
は 事故 の あと 、 すっ か り 変 わっ て し まっ た 爺 紀 を 必 
配 し て いた 。 だ が 、 今や 爺 紀 に と っ て 。 人 側 の 次 
を 眺め る こと や 、 声 を 聞く こと 自体 が 、 絶え 6 れ な い 
(ほど に 不 供 な の だ 。 郁 紀 人 は 多 徐 を 全 ら れ な い た め ま に 、 
彼ら と の 付き 合い を 続け て いる (に す が な い 。 


KEY WORDS 01 
司 外 傷 後 の 人 格 変化 


な ど で 秦 断 が 可能 だ 。 元紀 の 場 和 艇 に りう る こと だ 。 


胡 が だ 
合 は 、 届 の 内側 傷 を 促 わ な い 柄 神 人 害 ( 非 稚 伯 人 性 内 神 議 宙 ) で ある た め 、 賊 宣 に は 事 
て て 6 閣 人手 答 が 古 因 な の か 、 制 銘 と し な いと さろ が る 


を の 少女 の 名 は 、 沙 地 一 一 


を ん な 人 郁 紀 に と っ て 、 貴一 、 人 間 と し て 認 濃 
で きる 存在 が “沙耶” だ っ た 。 ある 夜 、 入院 中 の 
作 紀 の 痢 案 に 忍び 込ん で きた 少女 。 意識 を 取り 記 
し て 以 米 、 初め て 人 間 ょ 感 せ られ る 條 奉 。 他 紀 は 
思わ ず 少 女 を 岬 び 此 め 、 政 を 舞 ら せ で くれ な いか 
各 串 する 。 民 に し て も 、 自分 を 居れ な い 他 邊 の 
何 寿 は 興 踊 を を を 6 れる 6 の だ っ た 。 心 た り が 打 も 
解け る まで に 、 を れ は どの 時 は 必 枯 で は な か っ た 。 
いつ し か ふた り は 共に 次 6 す よ うに な 0、 他 記 は 依 
婦 ほ の 企 清 の 中 で 、 化 あ る 次 び を 友 り 0 戻し で い (。 
級 女 は 、 すっ か り 欠 ん で し まっ た 世界 で 、 准 う b で 
正気 を 保つ な め の 作り と ころ た な っ た の が 、 

この まま 剛 が 過 ぶ れ ば 、 便 組 は の 新しい 世 
旭 た 件 り 合い を つけ る < も で きた か も し れ な い 。 だ 
し 電 命 を 紡ぐ 余 束 は 疹 を 立 で で 動き 0 め 、 あ 
る 邊 。 信 志 は 員 に 岬 び 止め 6 れる 。 條 人 は 、 み ん 
な が 條 紀 の え に な 25 よし て いる = ょ を 許 た た 。 だ 
が , 作 紀 は を ん な 信人 女 を 理 ひ だ ( 析 給 し な の だ 。 不 
似 の 源 た る 人 間 が 、 徹 の 心 を 來 うこ に よ ょ なせ で まな い 。 

し か し 慎 央 の 人 間 に ょ っ r、 創 應 彼 の 人 行動 は 


弄 角 で きる も の で は な い 。 一 部 即 締 る 見 で いた 肖 
骨 青 海 は 、 他 紀 の 崩 度 を 誕 こ と が で き 人 なか っ た [ 
言っ て どう な る も の で 6 な い に し ゐ る 、 『 評 言 り bi 
気 が す まな か っ た 。 災 施 は 人 紀 の 幸 へ ほ 旧 がり 
だ が 不 還 な こ ょ に 、 芝 族 は 仙 紀 より 6 
に 介 屋 慌 に 多 状 し で し まっ た 。 半 の か か っ て いき 
か っ た 玄 関 の ドア を 開け る ょ 、 家 の 中 か ら は 依 え 本 
い 切 答 が 韻 っ て (る 。 を し で 一 一 
『+ オ が m リ ナ ザ (』 
ー 一 麻 下 の 典 か ら 、 人 の 放し た 上 と は MA は 
だ が 動物 の 際 き 上 に し で は 覆 慌 すき る 有 D 四 人 
痢 が 聞く た た 。 つい で 、 旧 っ た 生か な 00 
の 上 を 収 が る よう な 草 が 道 ぎ か っ てい SN 
玄 関 に 代 紀 の 埋 信 な い 。 まな 相 ほ に 昌 
人 人 の は ぜ ず な の だ 。 な の に 今 間 こえ た 間 二 
次 海 は 、 別 性 ま は 州 の 、 UL 1 
供 き 動か きれ 、 内 の 申 へ 』 財 みん で いい 8 
低 女 は … 引 6 は や ( さ の 素 か 本 
っ た の だ 。 だ が 、 人 公 は を う は し な か っ た 。 
た の 機会 は 水 達 に 訪れ る と は 熊 か っ た 


ス ャ ン ゃ MP 
天国 な の が 


M 人 記 で の 表情 に は 言い し れ な い 圭 六 と 漂い 
02 、 ECC っ て 着 由 の 人 間 は 内 人 の 人 
ミト 。/05- 


絶望 が 剤 みこ まれ て いる 。 事故 以 前 と 比べ る と 感 せ も し た らし い 。 ノ 
て し か 思 じ られ な い 。 披 に と っ て 他 者 の 存在 は 、 角 威 以外 の 何 物 で も 


時 泊 5 の た わい の むい 会. 和 記 に と う て は 拓 間 に し い 、 答 ら は つと め て 都 記 を 気 違 っ 
の わら ず な する だ け で 彼 の 心 を 符 か す 、 


NE 07- 部 紀 の 担当 医 で ある 丹 保 涼子 。 彼 女 は 、 い まだ 前 例 の 少な い 
。 人 を 心配 し て いる 、 加 えて 、 伺 と 良 涯 大 彦 と を 結ぶ 謎 の 系 に つい て 思い を 巡ら す 。 


る 


> も まけ る 作 記 二 


01. 情 朋 に 湾 し 、 沙 肛 の 玲 め る まま 、 秋 の 用 内 に 自ら の 人 
er で 


女 の 体 だ が 、 そ の 面 に あい で だ け は 在 楊 応 に 成 葵 し て いる の だ 
自ら の 飲 記 で 和 を 導 か せる 。 そ の 会 境 ま は 、 と き に 他 記 e 戸 店 わせ る 0 
LM 
に は 欄 倫 もつ か ない 、 ノ 04. 作 過 の 履 の よ に 挟 り 、 接 の よう に ぜん 時 - 
た 、 少 公 ら し い 家 情 を 見 せる 屋 た し で て ど 65 が 沙 選 の 本 当 の 


妖 な の だ る うか 


。 / ai7 表情 を 衣 か くる 順 。 
て も 、 人 の 病 は 規 衣 の 関 に 

< 諾 8CEU6 い の だ 。 
いた 情 え る 時 。 


# に し いり 、 
W8b り が な い 。/09. 施 


6 ier#61 こ と 6 で 朋 定 し 6 れ て いな い 
か を WC に C に いて いい の か と 不安 げに 間 う 
。。aiWU2 て 6 し め 6。/10. ゼ 居 仏 の ド 
) こ id 昌 が 調 間 の 中 か 6 見 た 光 早 だ ろ 
1 13.6 に か の 鋼 二 に 鍋 が つい た 表 少 。 注 り 
。。 1 表情 も 朋 か べ 、 表 殿上 り 退 る 。 それ は 、 
etW り > た こと は 犬 か な よう だ が いい 。/ 14 一 
46 3 の 置 い る 捕 條 者 の 住 食 と な る 。 


胡 2 ” 穫 実 " と 口 に する 學 紀 。 それ は 今 だ 
て 主 上 し た こと の な い 。 攻 杯 を 妹 み 食物 だ っ 
者 め の うち 撤 各 紀 の 色 子 と 必 且 と うに 見 て い 
玩 だ か, 化 紀 発 味 そ うに 食べ て いる の を 知る 
皿 わ ず 和 究 だ す 。 これ えて 彼女 は , 孝紀 が 
いと 妨 26 の を 解す た め 。 あら 光る 妊 理 を 試し 
た の だ 。 だ が 息 い 6 寄 の な いと と に 。 彼 の 口 に 
6 の は , 牙 女 が 赤 暇 食 て て いる 6 の た 語 じ だ っ 
だ , その 後 , たり は 本 じ 食 更 を 其 む ょ うに な る 
F 

表 放 が 褒 を 靖 し て 2 刀 。 令 女 は 邦 紀 の 家人 5 
行 《 と 青い 療 し , その 4 ま 納 息 を 絶っ た 。 秋 切 は 育 
施 の 先 隊 に , 作 紀 が 酸 係 し て いる こと を 疑い 始め る 。 
だ が 同時 に 。 無 賠 係 で あっ て は し いと る 剛 っ て いた 。 
相反 する 思い の 則 で 弓 れ て いた の が 。 

間接 。 都 紀 を 則 い た だ し 6 る し た る の の 。 郁 紀 
は 意外 そう (に 、 至 旋 な を 素 で いな いと 育 2。 その 衣 
攻 に 陽 は 始 じ 2 れ な か っ た 。 青海 は , 邦 紀 の 家人 に 


稲 服 書 に つい て 


一 緒 に 暮らし 、 彼女 を 『 教 育 」 し た と いう 身 涯 と いう 人 物 。 


失 貴 し た 彼 の 邸宅 を 調べ る うち に 、 郁 紀 は 3 枚 の 写真 を 先見 する 。 


この どこ か に 奥 涯 教授 の 行方 を 知る 手がかり が ある の ょ ? 


に 住む 画家 ・ 鈴 見 の 訂 に ある 処理 を 施し て いた 。 


それ が も た ら す 結果 を 、 役 女 は 知る 由 も る ない 。 


行く 途中 、 何 か 事 件 に 春 き 込ま て た の だ ろう か ーーー。 
無理 の ある 鈴 論 だ っ た が 、 動 握 し た 気持 ち を 落ち 
着 か せる に は 悪く な い 筋 書 だ っ た 。 

そん な 思い を めで ぐら せ て いた 矢先 、 耕司 は 硬 
紀 が 不 自然 な 時 間 に 大 学 と 後に する の を 目 に する 。 
彼 が 変わ っ て し まっ た 理由 や 、 青 族 の 居場所 が 分 
か る か 6 し れ な い 一 一 符 、 そん な 理由 だ け で は 説 
明 で き な い 人 短 動 に よっ て 、 彼 は 人 感 紀 の 後 を 追跡 し 
始め る 。 退 司 は すでに 、 郁 紀 の 約 変 の 理由 が あの 
事故 だ け で は な い ょ 考え で いた 。 自分 を 納骨 き せ 
る の に 十分 な , 別 の 理由 を 必要 と し て いた の で ある 。 

価 紀 が 訪れ た 場所 は 、 外 の ょ ある 民家 だ 
っ た 。 休 紀 は チャ イム を 内 ら す で も な (《、 ノ ッ ク を す 
る で も な (、 まる で 自分 の 家 の よ うに を る の 中 に 入っ で 
い 《。 どう や 6 その 民家 は 長い 間食 補 の よう だ っ た 。 

作 紀 か が 家 か 6 出 で 行く の を 確認 する ょ 、 相 避 
ぁ る の 窓 へ 崎 み 込ん で い 《。 いた る ょ ミ ろ に 付着 す 
る 麻紗 な 切れ 、 書 埋 に あっ た 賭 号 め いた 題 急 の 栓 
失 青 、 論 村 を 灯 め る 小動物 の 助 財 な ど 、 典 様 な も 
の ば か り が 目 に 鐘 び 込ん で 《 る 。 桂 司 に は 、 ミ の 家 


週 的 鹿 

KEY WORDS 02 | 内 淫 の 斉 替 に 履か れ た 3 伯 の 本 、「Tralte des ChMitres」 (記号 偶 ) 「Ars Magna 9 UiUma」 (大 \ な る 秘法 、 ま た は 閉 過 的 
典 産 所蔵 の | rmanuseript」 (ヴォ イニ ッ ヒ 手 入 ) は 実在 する 書物 。 た だ し 「 ヴ ォ イ ニッ ヒ 手 稀 」 は 証 の 文字 で 書か れ た 隊 呈 
容 人 は 語 に 包ま れ で いる 。 コリ シィ ウィ ルソン の 「 ロ イガ ー の 復活 で は 、「 ネ クロ ノミ コン 」 の 訳 本 と いう 設定 で 倒 場 する 。 


と 悠紀 の 点 が と うし で も 恒 い 肖 す ば な い 、 
ト 1 

作 入 が 奥 湊 の 家 を 調べ て いた ころ 、 半音 
秀紀 の 異常 の 原因 を 調べ て いた 。 人 人 間 衝 で 
は 診断 で き な か っ た 思 生 を 、 泌 悪 は こさ 6 な ば ド 
見 つけ る の だ っ た 。 そし で 、 陳 家 に 企む 答 員 に 
人 物 の 脳 を 使い 、* 突 験 " を 本 っ たら で あふ 、 二 
が 館 札 同じ 状態 に な か ば 、 還 も が 私 に 借 い いい 
くれ 8 よう に な る か も し れ な いい ーー 

だ が 、 沙耶 は 決定 交 な 思い 癌 いき し で いた 。 
館 弓 が 修 女 に 島 し か っ た の は 、 台 の 見 准 だ りか 
原因 で は な い 、 邊 の 生玉 の 作 税 間 侍 に 下 に たま 事 
上 熊 を 弄 代 いい 欠 全 さ ず に 済 た で いた いう 
を し で 、 ふた 0 で 過ごし た 時 間 の 積み 重り こ 
人 弓 は あゆ 3 画 で 特別 な 催 作 だ っ た りか し に 

よし て 、 その 締 の 代 優 は 、 La 
で 倍 女 の 身 に ふり か か っ で か 小 丁 に 儀 し * 
は ず だ っ た 実験 体 一 二 鈴 馬 は 、 し 8 
き 製 き 、 小 き な 体 を 赴 み 敷き 思う が ま は に 虹 呈 いら 
沙耶 に は され に う 情 は な か っ た 
ー デ ] 
) [Maynh 
めい た 文字 別 で ぁ る た め 、 が RW | 


作 き せる た め に 、 沙 耶 は 口 と 手 
」 と 言え る 。 


SN 
> 


し 


3 


01 一 02. 質 に 処理 を 施さ た 、 禄 紀 と 
同じ よう に 、 世 罪 が 座 培 だ ら け に 昼 を 
る よう に な っ た 鈴 昆 。 評 に 類 っ で きた 
妻 と 娘 の 声 に 信 え 、 イ ー ゼ ル の 恒 る 甘 
器 に 待ち 供 せ す る 。 /03. 世 物 を 麻 
型 を め な いぼ ど に 打 麻 する 氏 。 怪 
物 の 正体 は 徳 の ひとり 媒 な の だ 状 、 も 
ちろ ん 知る 由 も を な い 。 /04.2 区 の 翌 
物 を 始末 し て も 、 い っ こう に 援 が 家 は 
元 の 交 に 戻ら な い 。 たまら ず 外 に 員 た 
鈴 見 は 、 外 の 世界 を 医 て 到 全 に 重圧 
する 。 そし で 、 自 い 有 の 少 共 を 旨 に で き 
の だ っ た 。 / 0S- 厨 咽 で は 記 く べき カ 
を 見 せる 沙 了 E も 、 正 面 か 組み 理 か れ 
る と 脆い 。 好 色 に 笑う 鈴 見 の 素 情 ぷ 

嫌 凍 嘆 を 催さ せる 。/06@-08. き う 
さま 沙 務 を 突く 鈴 此 。 見 た 目 と は 奈 尊 
な 充実 し た 感 朋 に 、 欠 見 の 敬愛 は まず 
ます か きた で られ る 。 ノ /09ー10. ま に 
帰っ で きた 郁 記 は 、 目 分 で も 司 く ほど 
静 に 、 肉 切り 包丁 を 毛 に する 。 そし て で 
れ を 怪物 に 2 度 3 度 と 実 きた で た = 人 
衝 が 動か な く な る と 、 あ っ さり と 牙 し て し 
まっ た こと に 後 例 し 、 さ ら を る 紀 り なこ 
みあ げ で 《$。 気がつけ ば 、 坦 短め 
信 は 摩 刑 を 了 め で いな が っ た 。 


い 生 の 中 の 安 ら 


"た 。 金 て が 終わ 
777 で っ た お ば に 人 W に 
% 放 を 居 す し ? この 有 焦 に 一 


補 し 続け て いる の だ ろう か 、 彼女 が 凡 独 に 前 え 切 な く な うた SS その よき は ま 


い 。 作 リ 『 う 
4 eo な 人 女 を 祝福 す た ここ に 現れ る の だ ろう 。 だ か ら 他 紀 は ここ で 待 も 続け 8 の だ 、 
ん 00 07 今 の 他 紀 に は 、 こ の 部 出 の 自 い 彰 が 当たり 前 に 自 く 見 X る され は 沙耶 と 
うう カ !。 それ と 6 ま が 央 教授 を 


いう 人 存在 が 彼 に も た らし た 、 せめ で も の 救済 だ っ た 。 


II ペ 


邦 起 は 沙耶 が 人 問 と は か け 離 れ た “ 何 か " で ある こと を 悟る 。 


だ が 今 の 彼 に と っ 


それぞれ 


思っ た 通り だ っ た 。 床 に 転がる 鈴 見 の 肉 。 皮 
を 一 枚 む け ば 、 あの 芳香 を 放つ 食物 が 現れ た 。 郁 
紀 は つい に 最後 の 一 線 を 踏み 越え を た 。 あの と き 人 
則 を 食らっ て いた こと 、 そし て 今 人 間 を 殺し た こと 
を 認 議 し て 6 も 。 な ん の 高藤 6 生じ な か っ た 。 今 に し 
て 思え ば 、 この 本 悪 な 世界 で 以前 と 同じ よう に 幕 
ら そ うと し て いた こと が 滑稽 だ っ た の だ 。 

な ら ば 、 自分 の 今 の 生活 に 千 沙 する 者 、 安 
人 憲 を 育 か す 者 は 、 排除 する の が ご 〈 ご 〈 当 た り 前 の 
こと で は な い の か 。 和 郁 紀 は な ん の た め ら いも な く 、 
更 な る 狩り を 決意 する 。 狩り の 材 的 は 一 一 か つて 
の 釘 友 で ある 戸 尾 旨 司 だ っ た 。 

 ] 

耕司 は 、 珍し 〈 自 分 か ら 声 を か け で て # た 郁 紀 
に 、 何 か 不 穏 な 6 の を 知 じ て いた 。 数 日 前 , 奥 釧 
の 家 を 家 提 し し た と き の よ うに 。 今度 は 彼 の 別 曹 を 
訪ね る らし い 。 そし て 。 その 和 足 役 を 耕司 に 頼み た い 
と いう 。 ふた り は 耕 司 の アコ ー ド に 和 飛 り 込ん だ 。 道中 、 
耕司 は 郁 紀 が 『「 完 納 し て いる 」 か の よう な 印象 を 
抱く 。 近頃 の 孝紀 は 何 か に 佑 え て いる か 、 音痴 に 


KEY WORDS 03 
タン ボボ 


、 沙 耶 が 存在 する こと こ を た が 生き る 理由 の すべ て だ っ た 。 


二 人 は まる で 示し 合わ せ た か の よう に 、 
と っ て の 邪魔 者 を 排除 し に か か る 。 


た め ら 6 う 5 理由 な ど 、 な に も 無かっ た 、。 


耐 えて いる よう な 有 囲 気 を 漂わ せ て いた が 、 今 は も 
う 落 ち 着 き 払 っ た も る の で ある 。 これ も 本 来 な ら 悪 い 
こと で は な い は ず だ が 、 耕司 に は か えっ て 不気味 
に すら 感じ られ る の だ っ た 。 

期待 は 裏腹 に 、 別荘 に は は と ん ど 手 が か り 
らし いも の は な か っ た 。 医師 の 丹 保 な ら 何 か を 知 っ 
て いる か と 過 い 、 耕司 は 電 語 を か ける 。 だ が 、 あ い 
に 彼女 は 留守 だ っ た 。 次 に 、 珈 に 電話 を し て み 
る と 、 多少 の 間 の あと 、 彼女 は 電 肛 に 出 た 。 し か し 、 
型 は 何 物 か に 式 禁 され て いる 様子 だ っ た 。 相 避 は 
彼女 を 救う 手がかり を 得 よう と 必死 に び か ける が 、 
その た め に 、 郁 紀 が すぐ を こま で 忍び 寄っ て いる こ 
と に まっ た 〈 気 が つか な か っ た の で ある 。 

[ 1】 

作 紀 は 心 の 中 で 人 快 肖 を あげ た 。 在 多 か 電 衣 
に 砂 中 に な っ で いた お か げ で 、 実に 代 単 に 戸 に 
究 人 落と すこ と が で きた 。 腐 肉 の 倍 物 を 集 秋 する 
に は 、 古 介 戸 は お あつ 6 え 隔 な の 鍵 合 湯 則 だ っ た 。 
和広 の 和 車 は 使わ ず に 、 胡 記 は 別 湯 を 立ち 央 る 。 

家 に 帰っ て みれ ば 、 沙 弟 は 思わ ぬ プ レ ゼ ント 


西 浮 タ ン ポ ボ は 可 位 な 花 か ら は 想像 も で き な い 生殖 力 を 持っ て いる 。 自家 愛 惣 で も 種子 を 作る こと が で きる の で 、! 
ば れる の に る し か な い 在 拉 柚 より も 笠 殖 の 系 件 が 旨い 。 ま た 、 稲 子 が 在 来 得 よ り 小さ く 、 よ り 広 範囲 に 広がる こ 
割っ て 咲く タン ポポ に 、 沙 耶 の イメ ー ジ を 量 ね 合わ せ て は いか が だ ろう 。 


を 用 交 し て 待っ て いた 。 吐 か り で 和信 え て いた それ は 、 
だ た し か に 津 久 葉 弄 の 次 を し て いた 。 区 は いずれ 始 
末 し ょ うと し て いた 相手 で ある 。 沙 四 は どん な 下 を 
使っ ね の か わか 6 な い が 、 環 を 呼び 出し 、 似 料 に 
も 人 間 ょ し て 認識 で きる 姿 に 造り 槍 え た の が 、 

列 の 豊 油 な 肉体 を 楽し ん だ あと 、 他 紀 は 思う 
自分 は ふた り の 人 間 を 殺し 、 き 6 に ひとり を 羽 款 に 
し た 。 それ だ け の こと を し て 平気 で い 6 れる 自分 は 、 
か つて の 人 包 折 信 編 で は な い 。 自分 ょ 落 民 は ぎ ) な 
る の か 、 この 免 ど ん な ふう に 変わ っ て いい の か 。 

「 料 は いっ た い 何 物 な ん だ い ?] 

た れ は 、 彼女 に 向け 6 が 革 攻 で あり 、 自分 
自身 に 向け られ た 昔 六 で も あっ た の か も LN ない 
沙耶 は 矯 え る 。 自分 は 風 に 旭 ば れ 、 個 答 、 侯 冊 に 
次 も た タン ポポ の 租 だ と 。 タン ポ 水 の 他 を 午 剛 だ と 
言っ て (れる 人 の た め な 6、 砂 席 を 一 面 の タン ポポ 
廊 に する こと も で きる 、 よん な タン ポポ の 栓 な の だ は 

対 的 で 部 め いた 沙季 の 言 導 も 、 ょ ど ヵ み の 
で 聞い て いる う も に 、 いっ の ま に か 限り に 商 も て い 


《 他 記 。 沙耶 の 滑り に 似 まれ な が 6 


に よっ て 人 の 條 か 6 人 7 
と が で きる の だ 。 ア ス 77/ 


01 ・ 部 紀 の 表情 が 以前 と 変化 じ た 。 彼 は 彼 な り に 世界 と 折り 合い を つば は る こと が で きた よう だ 。 し か ら 、 で を 
は 周囲 の 人 間 に と っ て 好ま じい 変化 を 意味 し な い 。 ノ 0203、 失 中 し た 災 海 9 ら の ネー に 切 ぐ 末 。 だ 
正確 に は 、 そ れ は 青海 の 携帯 か ら 発信 され た だ け で 、 胡 か 別 の 人 間 ザ 送っ た も の の よう だ っ た 、 域 の 表情 ば 
不安 に 昌 る 。 ノ 04 一 06. メ ー ル の 六 出 人 の 言葉 に 従い 、 包 折 家 に や っ で きた 環 。 そ の 郵 機 な 機 考 を 知っ 
て も まだ 、 青 海 と 孝紀 が 、 自 分 を か ら か っ で いる の だ と いう 可能 性 を 信じ た が っ で いた 。/⑳、 癒 の 夫 に 。 
その 豊満 な 胸 を つか まれ る 理沙 承 に と っ で 、 そ の 胸 は 線 巡 の 対象 と な っ た よう だ 、 0. 橋 社 が 麻 二 し 、 
は 沙耶 の な す が ま ま に 旬 され る 。 そし て 沙也 の 斑 に よっ て で 、 新 た を 僚 へ と 造り 震え られ る の で ある 。 


人 


oi 


01. 司 の 車 で 奥 涯 の 別荘 に や っ て きた ふた り 。 02. 井 戸 に 
落と され た 法 司 。 殖 の 究 状 を 訴え る が 、 も ちろ ん 他 紀 は 意 に 介し 
な い 。 の 03. 炎 司 を 始末 し て きた 郁 紀 の 体 を 、 沙 耶 は 湯 各 の 中 
で 優し く 揉み 解す 。 04. 体 を 造り 直さ れ 、 郁 紀 に も 人 間 と し て 
肘 議 で きる よう に な っ た 。 体 を 上 手 く 動か せ ず 、 朗 屋 の 隅 で 連 
え で いる 。 05. 廃 人 と 化し た 珈 を 呆 う 沙耶 の 邪悪 な 笑み 。 他 
紀 に は その 邪 下 さ すら も 中 お し く て た ま ら な い 。 


で 


| 
を 
を 
* 
1 
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0607. 沙 耶 の 言葉 に 従い 、 理 の 豊満 な 肌 を も み し だ く 。 結社 が 壊れ た 融 に と っ 
て 、 そ れ は どん な 区 党 を も た ら す の か 。08 一 1 1 、 誤 望 を 局 で 毛 理 さ や た と ころ 。 
放出 し た 精液 は 、 一 漁 残 ら ず 沙 取 の 物 な の だ 。/12 一 3、 吉 の 侍 の べき えぐ る 
郁 紀 。 沙耶 も また 理 の 体 に また が り 、 自 分 の 維 因 な 部 分 を 抽 激 する 。 も ちろ へ 、 吉 
栓 は 自分 の 中 で 果て る よう 、 郁 紀 に 言い 合 め ぬる の だ っ た 。 


いか な る 偶然 め 、 


“沙耶 レ 』 に 


生ま れ て か ら こ れ ま で の 記 億 が 夫 度 も 繰り 返す 。 
脳 内 麻薬 が 作り 出す 幻覚 。 を 所 は 、 死に いく 命 に 
対す る 自然 の 慈 悪 な の か も し れい 。 昆虫 採集 の 
記 億 。 青海 と 過ごし た 日 々 の 思い 出 。 海 の 底 か ら 
眺め た 漆 月 ……。 
いや 、 俺 は 夜 の 海 に 滑っ だ た に と な ど な い ……-。 
介 か な 違和感 は 耕司 を まどろみ か 6 引き 戻す 。 も し 
《 は な に か の きっ か け で 覚 敵 に 拘 か っ た 意識 か 、 
値 か な 倍 和 大 を 統 司 に 感じ きせ た の だ ろう か 。 
いずれ に し ろ 、 井戸 の 外 加 ら は エン ジン 音 が 
聞こ えて (る 。 何者 か か 奥 源 の 基 太 に や っ て きた ら 
し い 。 紅 居 が 必死 の 思い で 咽 続け る うち に 、 井 
戸 の 口 か 6 人 間 か が 中 を 届き 込ん だ 、 
「 戸 届く ん ? 生き て いる の か ? 
1 


紺 司 の 命 を 才 っ た の は 上 医 所 ・ 丹 保育 子 だ っ た 。 
伝 女 は 井戸 の 中 に 降り る ょ と 、 隠さ れ て いた 遂 中 を 
爺 見 する 、 それ は 奥 源 教 投 か が 身 を 骨 し た 実験 室 に 
通じ て いた 、 つい この 内 に 見 た 豆 埋 な さ は 比べ 物 
に な ら 6 ない は よど 、 鶴 々 し い 品 々 が 置か れい た 郊 屋 、 


古井 戸 に 落と きれ た 耕司 を 救う た め 、 正 淫 流 
で 会 っ た 同じ 人 物 と は 思え 7 


井戸 は 奥 涯 教授 の 秘 落 


いて の 記録 を 調べ る 涼子 を 山荘 


涼子 は 手 馴 れ た 手つき で 、 ハン ディ カメ ラ で 記 曳 
を と り 、 部 屋 中 の も の を 時 スプ レー で 座り つぶす 。 
部 屋 の 主 一 秋 涯 教授 は まだ この 部 屋 に いた 。 
彼 は 自ら 命 を 絶っ て いた 。 死体 を 見 た ショ ッ ク か .。 
井戸 の 底 で 清 耗 し た た めか 、 それ と る スプ レー の 湾 
剤 を 喫 き すき た の か 。 耕司 は 意 譲 を 失う 。 
司 が 目 を 覚ます と 、 涼子 は 佐 の 束 と 格 園 し 
て いた 。 それ は 更 涯 教授 の 研究 の 記録 だ た と いう 。 
そし て 、 奥 涯 か が 研究 し て いた " 沙 基 " と いう 存在 が 、 
側 紀 の 変化 の 原因 で ある 可能 燈 か 高い と 示 玉 する 。 
いて も た っ て も いら れず 、 東京 に 帰ろ うう と する 
書 司 。 すでに 電 戸 に 落と され て か ら 一 両日 の 時 間 
が 経っ て いた 。 旦 《 戻 っ て 胸 け な けれ ば 、 津 久 棄 
の 身 が 候 ない 一 、 だ が 、 波子 は 言う 。 級 避 か 馬 
か っ た こと か が 高 吐 で あり 、 彼女 は すでに 克 ん で い 
る だ ろう と 。 そし て 、 能 紀 と 戦う の な ら 、 お そら 6〈 一 緒 
に いる で あみ う " 沙 民 "と いう 存在 に つい て 、 よ 《 艇 
6 ね ば な ら な いと も 。 だ が 、 話 司 の 気持 ちか 変わ る 
こと は な か っ た 。 そん な 符 に 、 族 子 は 一 耳 の 疹 鐵 
を 持た せ て や る 、 厳 を 撃つ も よし 、 自分 の こめ か な 


ORDS 04 | テー ブフ ょ トー ク RPG 『2 ト う ル フ の 呼び 声 の プレ イヤ ー キ ャ ラク ター は 竹生 香 と 時 、 ぅ 
AA た 、 諾 条 を 除 疾 に 扶 た と いっ た こと を 継 り 拓 し つつ 、 ゆ っ くり と 確 江 近 つい て いく 。 途 子 の 行基 中 まさ に 邦 地 震 の そ を 
た 虚 清 氏 い も ゎ く 、『『 ク トゥ は フ の 呼び 声 } の 影 尾 が 大 きい の は せ 司 違 いふ いと の こと で ある 。 


子 は 井戸 の 底 へ 降り た っ た 。 
い 、 探索 者 と し て の 素顔 を の を か せ て 。 


の 部 屋 へ と 通じ て ぃ いた 。 


残し 、 耕司 は 東京 へ と 急 て が 一 一 。 


を 撃つ も よし 。 この 小さ な の 塊 は 、 それ な うに 役 
に 立つ 通 具 で ある こと は 同居 いな い 。 
多 

東京 に 尽 っ た 疾 司 を 待っ て いた の は 、 す ぞ で 
に 仁 人 と な っ た 婦 販 家 だ っ た 。 玉 介 な 大 秋 と 寿 み 
人 匂 いか 台所 か ら 基 っ て る 。 褒 産 韻 の 補 に は 。 に 
つ で も 食 べら れる よう に 半 義 され た 内 ち 誌 め 込ま お 
て いた 。 肉 の 中 に は 、 明らか に 人 悦 の と 分 か くも 
の も ある 。 つい さっ きま で . 伊 記 の 誕 気 に 蔽 上 あ を 
か けら れ な か っ た 自分 を 頁 あて いた 庄 計 だ が 。 フ 
い に 達 は 断ち ら れ た = る は で 侯 記 は か つて の 
作 記 で は な い の だ 。 その の 要 か ある な と ば 佐 ば 
この 吉 候 で 飲 を 掌 つこ と を 商 隊 うこ と は な ーー 

放 司 庄 閑 子 と 途 策 を と る こと に する > ど ゃ を 
難 は 自分 ひと う の 方 を 超え て いる と 時 ジー ンー 
入力 を 利用 し た は うち 析 再 だ ろう と 8 
結 に いる は ず の . 履 束 Et うな を も 気 に を か 導 

ニー 

ト 。 伯 紀 と の 商 活 が と ん を 部 で つて ピ し て を 5 
や 自生 は 元 の 人 寺 に 拉 芝 史 た いた みた 


を 


病院 で 見 る 
・ 閉 女 いわ く 、 こ こ 
ォ ー ビ ス は 必要 な い 
リード オフ し た 12 番 
品 し て ぁ せ る 。 至近 中 
、 ょ 証 力 電 加 を 問 待 で き 
ミイ ラ 1 上 し た 良 江 教 授 。 
語 は その 研究 物 と 共 
0405. 自 注 が 残 
ぁみ る 涼子 。 ル ー ズ リ 


02. せ 


03 


01 孝紀 の 家 で 発見 し た 、 解 剖 ず み の よ 只 
血 抜き は し な い の が 浴 朗 流 ら し い /02.* > 
ンプ 屋 で 負傷 力 の あり そう な 共 を 買い ご 汗 局 
の 他 紀 。 大 ぶり の ナイ フ は 貧 刀 法 で 規 割 され 
て いる の に 、 さ ら に 凶悪 な 下 加 が すぐ 近く に 和 
いて ある こと が 可笑し か っ た 。 / 03-05. っ 
アミ レス で 落ち 合っ た 涼子 と 結 司 沙 務 の 特 
性 を 調べ て きた 涼子 は 、 と っ て お き の 策 を 用 全 
し て き て いる よう だ 。 06 一 08. 足 元 に 央 
た 肉 者 を 、 リ ボル バー で 乱射 する 幸司 蒲 叉 は 
あっ と いう 則 に 尽き た 。/09、 か っ て だ > た 
肉 考 に 引き 個 され た 加 司 基 に ぉ の の き 
普段 と 同じ よう に 行動 する 3 こと が で き な い . た が 
伸ばし た 手 の 先 に 古い 鉄 バイ プ が あぁ っ た . / 
10. 再 び 岡 志 を 燃やし 、 旨 還 は 肉 坦 を x。 タ 打 
ち に する 。 も は や 肉 塊 が 誰 だ っ た か な ど を 気 に 
する 余裕 も な い 。 生 きる た め に パイプ を る 
1 1、 共 を ふる う 館 紀 と の 一 騎 打 ち 。 補 だ は 
勢い こそ あっ た が 、 元 々 荒 事 と は 無 緑 の 男 で あぁ 
る 、 次 第 に 埋 司 が 圧倒 する の で あっ た 


失 丸 は 安らぎ を 与え て くれ る 


/ % が 《 政 聞 。 る こ に 。 の 最後 の は 村 居 ひ 9 だ っ た 。 


4 し た 扇 は . 小 双 の 沼 り の し な 懇 家 を 紛 々 あの 備 以 米 、 用 は 電 旧 に 悩ま され 続け で いな 。 の 
有 有 4 * 月 ん 々 し し \ 公 の 作 胡 を 噴 川 8 の は 、 た っ た , 靖 の 州 ルル の みか 。 紅 旧 が さん な さよ ド な あさ 、 こめ 郷 は 


9 つり 多 で する 。 用 0 れ た 。 名 陣 し (6 一 42MAMsa ミ 証人 


し 7 
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ENDING 03 
忌 ま わ し き 光 で 満た され た 世界 


結 を 葛 り 、 その 死体 を 貸 り 食う 沙耶 。 その 次 を 見 て 、 一 
度 は 安 培 す る 邦 紀 。 し か し 、 異変 は すでに 始ま っ て いた 。 沙 
邪 の 様子 が お か し いこ と に 気がつき 、 作 紀 は 彼女 を 抱き 起こ す 。 
彼女 に 言わ せれ ば 、 これ が 「 後 」 な の だ と いう 。 沙 了 敢 と 作 紀 の 
子供 が 生ま れる 後 。 
「 外 に 、 連れ て っ て …… 広 いと ころ 、 空 の …… 下 に ……」 
沙耶 の 求め に 応じ 、 彼女 を 抱き か か え 、 廃 壇 の 外 へ と 起 
5 出る 孝紀 。 そう する 間 に も 、 沙耶 の 容態 は 切迫 し て い (。 そし 
て 、 ふた り が 最後 に 愛 を 確か め 合 っ た 直後 、 も ぞ り ょ 沙 凶 の 背 
中 が 膨らむ 。 
「 こ の 世界 は 、 きっ と …… きれ いな 、 場所 に …… な る か ら 6。 沙 


韻 う よ う に 咳 いて 、 それ か ら 彼 女 は 咲い た 。 

すべ て の 人 間 は 、 郁 紀 と 沙耶 の 子 た もち に よっ て 変貌 する 
だ ろう 。 風 に 運ば れる 命 の 種子 が 、 新た な 租 の 始まり を 胡 々 と 
唄い あげ る 。 郁 紀 と 沙耶 の 愛 。 それ は 世界 を 侵す 愛 だ っ た 。 
沙耶 は 秀紀 に 愛さ れ た こと で 、 その 可能 性 を 十分 に 殆 現 せ し 
め た の だ っ た 。 


KS の 0 公休 逐 求 G 青 史 壮 的 門 倒 つ | 
連装 対 刻 no 放 | 昧 会 4 ぉ ら る 貞 0 の 抽 伯 玩 < 


ヽ た 順 
虚 スス 馬 修 に よ る 上 測 民 は な に を 届い な が 本 他 の 各 シ ー ン を 内 前作 し た の か ーー 
沙 軌 の 晶 全 ー ン 解説 [沙耶 」 ファ ン な 5 は 朱 衣 気 に な 6 この 人 間 に 。 放 区 人 和え 8 0 


か 6 ら 移 2 年 が 橋 過 し た 今 な か と そ 明 か せる , 交 牧 々 な 誠 と (2 


肉 塊 た ちの 世界 に て 


最初 の シー ン を ああ いう 形 に し た の は 、 まず し ょ っ ぱな で イン パク ト を 仙 し て 。 名 話 に ひ ぁ こ 6 う と いう 了 
で すね, まず テキ スト が あり き で 、 で れ ド 因 因 気 を 合わ せ て SE の 抽 当 に 音声 を 加工 し て 66 い まし た あの 電 
面 は デバ パッ グ で も いろ いろ エピ ツー ド が あっ て 、 で リフ の 読め る 部 分 を ポイ ス と 比べ て 校正 し て て れ た 人 ゃ . 『ts 
き な り バグ っ て ます よ 」 と 言い に 米 た 人 が いた り し まし た 。 こめ ん 、 を れ 濱 出 だ か ら っ て 符 え て ( 朋 ) 。 で 6 実 攻 
ああ いう 字 を 出す こと を 前 提 に し て な い シ ステ ム な ん で 、 その 危険 性 も あっ た わけ な ん で すけ と 。 
や っ て あの テキ スト を 壊し た か と いう と 、 男 像 ファ イル を テキ スト ビュ ー ア ー で 開 
よ 。 あれ を わざ わざ 打っ た わけ で は な いで す ( 笑 ) 。 


ちな み に と ぅ 
"て 、 コピ ビ ベ し て いっ た ん で すず 


沙耶 ょ の 出 会 ぃ 


沙耶 が な ぜ 郁 紀 と 仲良 く な っ て いっ た か と いう と 、 寂し さ に 面 え か ね て 、 つて て らい で すれ ね 。 そこ は 郁 紀 よ 
合わ せ 鏡 に な っ て いて 、 お 互い に 孤独 な 世界 に いた け と 、 や っ と 理解 者 に 出会え た 、 と いう 。 奥 涯 教授 以 
に 、 自 分 を 理解 で きる 者 は いま いと 思っ て いた は ず な の で 。 この 時 点 で は 人 郁 紀 に 何 か を 期待 し て いる わけ で 
は な いん で す 。 ちな み に 、 郁 紀 が 最初 失明 し て いた の は ブロット 上 の 都合 で す 。 特に 誰か の 意思 が 働い て い 
る わけ で は あり ませ ん 。 あと 、 この ベッ ド の 孝紀 を 沙耶 が 覗き 込ん で いる 絵 は 、 玩 売 前 に 雑誌 社 な と に 提供 し 
た スク リー ン シ ョ ッ ト で は 、 普通 の 絵 だ っ た ん で す よ 。 背景 が 普通 の 病室 だ っ た ん で す 。 も ちろ ん 、 実 際 の 作 
品 中 で は どこ に も 使わ れ て いま せん ( 笑 ) 。 


き さ や か な 上 響 


まず あそこ で 青海 を 租 っ た 理由 で す が 、 じ つ は 沙耶 の 側 も 危機 区 を 抱い て いる ん で すね 。 や ら な きゃ や 
られ る 、 みた いな 気持 らち だ っ た わけ で す 。 最初 か ら と っ て 食 お うと た し て いた わけ で は あり ませ ん ( 笑 ) 。 で 、 
条 し て し まえ ば 肉 は 肉 で すか ら 、 久 し ぶり の 大 物 だ だ … ぃ と いう こと で ( 笑 ) 。 沙耶 の 食 束 プ ロモ ス は 、 に トチ 
の それ を 漠然 し イメ ー ジ し て いま す 。 まず 体 の 外 に 消化 界 官 を 出し て 、 溶かし て 食べ る と いう 斑 順 で す 、 ここ で 
紗耶 の 正体 を ば らし て いる の は 、 を うい う 存 在 と の 恋愛 が 成り 立っ て し まっ て いる 状況 を 気持 ち 屋 が ら せ た り 、 
他 が ら せ よ うと いう 意図 で す 、 ちな み に 、 社内 プレ ゼン する と さき に 、 こ この あたり まで を 書い て 回 覧 し た ん で よ よ 、 
こん な の ダメ 言わ れる か と 思い き や 、 意外 と 商品 化 ま で に ぎ つ け で し まい まし た ね ( 和 ) 。 


耕司 、 郁 紀 を 追跡 す 


も うこ の あたり で すでに 、 お 客 き ん は 代 紀 が 下 人 公 だ と 思っ で いな いで し ょ うか ( 炎 ) 。 4 た EE 
いる 人 間 で 、 爺 紀 の 秘 悔 に 崎 み 込ん で い 〈 よ うな 搾 省 者 、 それ が 有 司 で す 。 た だ 、 完全 に 人 AAL で 半 
て し まう と 、「 を っ ょ コイ ツ は 死な な い だ ろ う 」 みた いな 安心 感 が 出 て し まう の で 、 NM 
な っ て いる と は 思い ます 。 6 っ ょ 人 が 出る 語 な 5、 バ パン パン 役 し で も いい ん で すけ どか 、 伝 者 は な りー A 
《 の が 低 予 算 喘 画 の 鉄則 で すか 6 ( 笑 ) 。 ちな み に 典 胡 は 測 強 で 鹿 価 を や っ て いた わけ で は が で 
ー タ クル の よう な も の に 参加 し て いた ん で す 。 で すか 6 書 埋 や 研究 鶴 か 6 は 、 沙 の 介 映 に 使っ た La 
は 一 切 出 て こない ん で すね 。 た だ し 、 沙耶 に 関し て は 完全 に 彼 ひ と り の 研究 物 で し た 。 


鈴 見 氏 の 憂鬱 な 午後 


この あたり で 沙 地 は 、 な ぜ 和 郁 紀 が 自分 を 少女 だ と 思っ て いる の か 理解 し ほす 。 で 、 じゃ あ も っ と 郁 紀 を 増 
ゃ る うと いう 爺 四 で 人 体 実験 が 巡 ま る わけ で す 。 脳 の 興 飾 で 、 私 に 優し て な っ た ん じゃ な いか と 、 わり と 色 物 的 
に 16 えた わけ で す 。 で も 培 果 は 巡っ た の で 、 太紀 が 自分 に と っ て 特別 な 存在 だ と 気がつく わけ で すね 。 こ 
こ に いた っ て や っ と 、 秒 耶 に とっ て 6 も. 郁 紀 は 特別 な 存在 に な る と いう 。 秀紀 は 最初 か らく タ ほ れ で すけ と ( 衝 ) 。 
重 見 8 ん の ヒジ ュ ア ル は 東 日 任 せ で 。 鶴 い て る と き は 6 っ と 界 持 ちな ら な いと いう か 、 通 動 電 車 に 損 ら れる こと 
6 な 〈、 具 8 ん 履い て る の で 十分 収入 も あっ て 、 人 生 順 風 摘 山 み た いな ( 笑 ) 。 も っ と 着き の 残っ て る 中 年 
て イー ソ だ っ た ん で すり と 、 あがっ て きた 箇 を 見 て , これ は これ で いい な と 反 用 し まし た 。 


鈴 見 氏 、 大 い ぃ に 殺し 、 2B す 


を ん な に ノリ ノリ で 午 い た 算 え は な いん で すけ と 、 格 き ん に ウケ が いい シー ン で すず 。 鬼 韻 6 の と か 書く は 合 
つて いる の か も し れ な いで すね ( 笑 ) 声優 きん の 問 技 6 よかっ た で すし 。 で 、 郁 紀 も ここ で 鈴 見 きん を 殺し た 
と き に 、 も 6 う 帰 つて こ れ な いと ころ まで 狂っ て し まっ て いま す 。 あっ ち 側 に いっ て し まっ た みた いな 。 殺さ れ た 釣 
見 で す が 、 実 は 代 し て は けっ こう イメ ー ジ が 膨 ら ず キャ ラ な ん で す よ ね 。 主 天 業 に 客 び を 見 出し て いて い 
っ も 家 の 中 の こと は 完 避 に 把握 し て いて ・ それ こる 冷蔵 庫 の オレ ンジ ジェ ュー ス の 残り を で きっ ちり 把握 し て いる 
ょ いう 。 ちょ っ と パラ ノ と いう が 光 閣 と いう か 、 個人 的 に は を うい う 人 の 方 が ショ ッ ク で 壊れ や すい と 思う ん で す よ 。 
思い 入れ が あっ た キャ ク の は ず な の に 、 いき な り ひ と い 目 に あっ て あっ きり 殺さ る れ て し まっ て ます け と ( 和 ) 。 


精神 病院 で 得 た 安 選 


『 光 取 』 は 最初 は 分 岐 を そつ ける か どう か も 未定 だ っ た ん で すけ とら こ で まで 書い た と き に 。 ここ で 終わ っ 
て も いい な 、 と 思っ て 作っ た エン ディ ング で す 。 沙耶 が 人 間 を いじ れる 條 力 を 持つ て る な ら . 治す 展開 が あっ 
て も いい だ ろう と 思っ た わけ で すね 。 や っ て みた ら 、 これ し が また いい 感じ で 。 け じ て ハッ ピー エン ド で は な いん 
で すけ ど ね 。 沙耶 は まだ 、 とこ か で うろ つい て いる わけ で すか が ら -…・ と こ か の グ p 肉 フェ チ と 出会え ば 、 また - 
何 か が 起こ る か も し れ ま せん し ね 。 2 

ちな み に 、 こ こ で 使っ て いる 携帯 は 青海 の も の で す ( 笑 ) E 


で 


全 世 界 o 完 全 な る 決別 

人 人 肉 を 食っ ちゃ う よ う な 沙耶 が 郁 紀 の 変化 を 恐れ る の は 、 くれ は ほど 深い 意味 は な て 、 「 変 わっ て いく あ 
な た が 怖い わ …] みた いな 恋愛 感情 で す 。 取 は 衝 紀 が 人 展 し て いっ て る こと は ちゃ ん と 事 清 し て いい 
自分 の いで 秀紀 が 変わ っ て いく ん だ けど も 、 後 は 変わ っ た あと も る の 3 自分 を 好き で いて れる おら 7 
みた いか 気持 ち で すね 。 ちな み に 沙耶 の 人 格 は 、 所 の 生物 の 機能 が 作り 出し て いる も の に 過ぎ だ" 異 
界 の 生物 の 精神 を の も の が 変化 し た わけ で は な いん で す < ある 門 味 エミ ュ レ ー タ ー み た いな < で すか ら 、 本 体 
の 意 過 が 完全 に 反映 きれ て いる わけ で も あり ませ ん 。 人 nb すれ 居 じ て い る 人 格 と きた な くも な いで す 
か と いっ て 沙耶 に し て みれ ば 、 自分 は 自分 、 ょ いう こと に な る ん で すけ ど * 


3 枚 の 写真 


真 に つい て は 、 それ を 隠れ に 使 お うと し 
いで す 。 この あぁ と 基 が 沙耶 に 改造 ん で し まう の は 、 
放 に 機 っ て いた メー ル と か で 、 和紀 に 典 味 を 持っ て いる 
( 笑 ) 。 まあ あり ん な いこ & で すけ ど 、 作 紀 が 澤 気 を すれ ば 、 
や っ て お いて 、 他 入 が 死に を うに な る オロ オロ する か も し い 
な い ょ うに し か ね ませ ん ( 笑 ) 。 を こ は ゎ ず か 2 年 で 作り 上 ! 
いろ と イ ビ ッ な 状態 に な っ て いま す 。 


他 の 建物 に は と (に 世 座 は な 
llcAM を 六 し た か っ た の か 大 きい で すか 足 海 の 携 
天 の が 任 を 知っ て し まっ た の で も う 研 知 の 鬼 で す よ 
平気 で 敵 (6 い 食い 6 で し よう 自分 で 
ませ ん が ( 笑 ) <h と ころ か 妥 改 造 し て 衣 包 で 
た 擬似 人 格 な の で 、 倫理 良 と か の 面 で は いろ 


て いた 侯 補 地 っ て だ け で 、 


uo の 必 


それ ぞ れ の 邪魔 者 を 始末 する 


ここ は 提 司 と 弄 が 一 緒 だ と 始末 し づら いで すし . あと は 展開 を 早め よう と し て 、 同時 進行 に し まし た 、 記 め 
も ちゃ いけ な か っ た の か も し れ ま せん で すけ ど ( 笑 ) 。 や っ ぱり 4 人 グル ー プ の 中 で 、 2 人 目 の 幾 牲 者 が 出 て し ょ 
うと 、 も っ と 用 心 する で し ょ うか ら 。 沙 芽 の 邪 可 き は 、 工 に 対す る 信 始 胡 あ ある ん で すけ と 。 子供 の よう な 残 秦 8、 
無邪気 な イメ ー ジ で も あり ます かれ 。 優し (し て 〈 れ る 相手 に は それ な り に 接し て ます け と 。、 青 通 の 人 間 相 手 な 6. 
いく ら で も ヒド イ こ と を し て も 平気 た いう か 。 痢 紀 的 に は を それ が 子供 っ ぽ き に 見 えて いる の か も し れ ま せん が 。 で 
も 声 を 収録 し て みた ら 、 非常 に 憎 憎 し げ な ニュ アン ス に な っ て いて 、 それ は それ で よかっ た の で .。 その まま に し 
て み ま し た 。 沙 地 は 何 か を うい う 物 語 を 読ん だ こと が ある の だ ろう と 。 


脳外科 医 電 保 泊 子 

ここ か ら も う ノ リノ リ で す よ ( 笑 ) 。 昔 遊ん だ テー プル トー ク RPG の 楽し き が 出 て し まっ た ん で し ょ うれ ね. 反 
面 、 や りす ぎ ち ゃ っ た な あと いう 気分 も 大 きい で す 。 ここ だ け 切 り 取 れ ば 、 小説 風 の リ プレ イ み た いな 6 ん で すし 。 
で も まあ 、 い つも そこ に 戻っ ちゃ や うん で すけ と 、 書い て る 自分 が 楽し か っ た し 、 いい か な っ て ( 笑 ) 。 それと 基 
有 し て る お 客 さ ん が いる と いう 構造 も 、 ちょ っ と テー ブル トー ク RPG 的 か る し れ ま せん 。 

涼子 先生 が スプ レー を 使っ た の は 、 自分 が プレ イヤ ー な ら 、 そう いう 行動 を する か な と いう テイ ディ ア で す 。 
彼女 は 何 度 & あ あい う 部 屋 に 貴 み 込ん で ます 。 と いう の も 、 奥 涯 を 追う うち に 、 彼 が 参加 し て いた 魔術 チー ク 
ル の メン バー を 狩り まく つて る ん で すね 。 そん な こと を する うち に 、 より 深入り し て し まっ た わけ で す 。 


戦い の 序曲 


この あたり か ら は 完全 に 耕司 が 主人 公 で す 。 も う 、 沙耶 と 孝紀 は バカ ッ プ ル 一 直線 で すね 。 ノリ 的 に は 
ピク ニッ ク に 行く よう な 感じ で すか ら 。 郁 紀 の 誠 に 対す る 感想 は 、 僕 が ハン ズ を 冷や か し た と き に 実際 に 思っ た 
こと で す ( 笑 ) 。 6 

あと 、 最初 に あがっ て きた 発 を 持っ た 立ち 絵 は 、 消火 用 の 赤い 秋 だ っ た ん で す よ ね 。 よく 映画 に 出 て る 
よう な 。 で も キャ ンプ 用 の 征 で すか ら 、 直し て も ら っ た ん で す が 。 ちな み に 差 を 持っ た 郁 紀 は 、『 ア ー カ ム ホ ラー』 
と いう ボー ド ゲ ー ム に 出 て くる 、 マニ アッ ク と いう モン スタ ー の イメ ー ジ で 書い て まし た 。 

イベ ント CG で 武器 を 肉 模様 に し た の は 東口 の アイ ディ ア で す 。 


住み 慣れ た 我が家 と 新た な 棲み か 


日 記 の 解読 の 要素 は 、 涼子 を 足止め あし た か っ た と いう 理由 も あっ て 入れ た ん で す よ ね 。 まだ 誠司 と は 別 
行動 させ た か っ た の で 都 紀 の 家 の 冷蔵 庫 に ある 、 剣 が 峰 の ロゴ は 東口 の 仕業 で す 。 と くに 指示 を 出し た 覚 
た は あり ませ ん ( 笑 ) 。 実は ここ で 発見 する 肉 は 、 青海 の る の で は な く 、 鈴 見 さん の 奥さん の 肉 で す 。 弥 司 が 
勝手 に 思い 込ん だ だ け だ っ た り し ます 。 で 、 鈴 見 の 奥さん の 肉 は 、 これ も る 適当 に 書い て くれ と 指し た だ け な 
ん で すか が 、 東 口 や ダラ フィ ッ ク チ ー ム が まあ 頑張 る こと ( 突 ) 。 傍目 で 見 て る と 不気味 な は ど 連 係 が うま くい っ て 
まし た ね 。 し か し 、 この シー ン だ け 、 マイ ルド に し た 絵 が な いん で す よ ね 。 別に 意図 的 な も の で は な て 、 上 純 
な ミス で す 。 申し 訳 な いこ と を し まし た 。 


狩人 た ちの 算段 


この シー ン は 、 涼子 か 6 耕司 に 説明 し て いる 形 で 、 プ レイヤー に 臣 相 を 説明 し て いる 場面 で す 。 

硫 子 が 言う 「 俺 い 人 」 と いう の は 、 大 挙 の 像 い 人 た ち で すね 。 で 、 農 湊 を を を の か し た 連 申 いう の は 電 
に いて で 、 例 の 魔術 サー クル の メン バー の こと で す 。 

涼子 先生 は 魔術 サー クル を 飼う うち に 、 か な り ク トゥ ルフ 神 語 技能 が 上 が っ た 状態 で す ( 笑 ) 。 


し a は 本 の 視点 か らし か 拉 い て ませ ん が 、 都 紀 の 抗 世 で 描い て し まう と 、 ウェ ッ ト に な り ま すぎ ちゃ う の 
の ょ し た 。 化け 物 に ベッ ト を 踊り 条 き 4 きら に 恋人 は な に か を ぶっ か けら れ て 、 あ まつ きえ ショ ッ ト ガ 

os Mt て し まう わけ で 。 郁 紀 の 視 点 で 何 が 起こ っ た が は 、 あえ て 想像 さき せよ うと し て いる 意図 も あり 

oO る 語 な の に 、 我 な が ら な ん で 化け 物 授 沿 に な っ て し まう の か な ( 秋 ) 


ょ す 。 まあ 、 相当 な 5 
ぁ ょ 、 サウ ンド の が と の 宮 也 通 に 普 労 し た シー ン で も あり ます ね 。 素人 同 症 が 工 っ て いる に も 関わ ら ず 。 
9 2 


ュ よ す る 山 が あがっ て き て し まっ だ 。 泣く 潤 ( 設 に し た 覚え が あり ます 。 金 編 に わた っ て 、 汚い 音 、 不 愉 
し ょ ん 2 軸 の 
な 芝 を 使っ て くれ と いう 指示 ほか り 出し て いた ん で も ょ っ と 申し 訳 な か っ た を が あり ます 。 

1 


徒 丸 は 救済 を 約束 し て くれ る 


詩 恒 の エン ディ ング で すね 。 この 〈 ら い の き じ 加 洪 が 。 カー ベン ター 的 で いい を あ 、 と 。 ああ . も うこ いつ ら 
ダメ か な 、 ょ いう ょ ころ で 放り 出す よう に 終わ る 。 事 は 終わ っ た けど も …… み た いな 。 

の あと 二名 は 自殺 する の か 、 第 二 の 涼子 先生 に な っ て し まう の が 。 と ちら ちあ りえ る と 思い ます ね 。 リフ 
こぅ 有 己 な 探索 者 に な る よう な 気 も し ます ( 笑 ) 

ょ あ 、 や っ つけ る も の は や っ つけ た ん で 、 探索 者 に な ろ と し て も 。 また 金 炊 別 の 事 作 に か か わる こと に な る | 


ん で し ょ う 。 | 
ー 番 報 わ て て いる と いえ ば 報 わ も れ て いる エン ディ ング じゃ な いで し ょ う が 。 


沙耶 、 開 花 す る 


きっ か く 作 り 手 と ブレイ ヤー が 共犯 関係 を 築け る ゲー ム な の で 。 バッド エン ド な ん だ け と . 麗 を エン ディ 
ング は 作れ な いも る の か と 思い まし て 。 これ は 製作 の 当初 か ら 思っ て いた こと な ん で す よ ね 。 そ し て ZI1ZZ さ ん が :- 
絶対 に 美しい 曲 を あげ て くる の は 目 に 見 え で いた の で 、 そ こ に グロ い 修 状 を 合わ せよ うと ( 笑 ) 。 信号 機 ヒ グ ピ 
肉 か か ら ま っ て いる 絵 は 特に 入れ ん た か っ た ん で す よ ね 記 信 号機 は 自 狼 に は あり えな いる の だ し = で も よく 見 か 
ける も の で す よ ね 。 それ が 転がっ て いた 5 り と ドイ 有 様 に な つ . で いた り ま る と 、 カタ スト ロン 感 増 去 と いう か :。 あと 、 
SF 小説 の 『 ブ ラッド - ミ テニ ジッ ク 』 と か みた い に 、 人 間 の 個体 差 が な な く な っ て し まう 感じ も いい の か な っ て 思っ 
た ん で す よ 。 だ か ら グロ 肉 の 大 きき が まち まち に な っ た り 、 根 つ こ で つなが っ て いた り し ます 。 シナ リオ で は そこ ま 


こむ お 。 で も クラ フィ ッ ク チ ー ム は 全体 的 に よく 頑張 っ で 《 な だ な た あと 思い ます 8 

=ー 半 (生ま れ た 生き 物 な ん で すけ と 、 元々 の 沙 耶 と る また 違う 生き 物 な / 

- を とけ と - 地 玉 に 合わ せ た 沙 季 と で も いう か 。 な に し ろ材 料 が 違い ます し ね 。 

” 芝 に 記 時 中 の 人 国 を 自分 に する こと で 、 ずっ と 郁 紀 と 一緒 に いち れる と 

で - その へ ん は 作 記 に る 伝わっ て いる と 思い た いで すね 。 郁 紀 の 思 考 を 
* の に な っ て いま すし 。 

。 の 都合 で 面 が 1 香 し か る ら え な か が っ た ん で す よね ス 

a 8 2 5 ・ で 、 苦 肉 の 作 で 主題 歌 が 終わ っ た あと 、BGM の 

“ 販 8 ーー ( 笑 ) 。 

。 。 ・ 思い 入れ が 深い 画 で すね 。『 鬼 因 街 』 の と を は 

書い た り と か . 毎 語 が タバ タ し て ます けど ( 笑 ) ぁ 。 


沙耶 の 唄 設定 資料 集 


開発 初期 に 描か れ た 設定 画 、 ラ フス ケッ チ 、 イ ベン ト CG の 線画 を 軸 介 。 沙 耶 、 都 紀 と 
いっ た 主人 公 格 の キャ ラク ター か ら 、 誰 見 氏 な どの サブ キャ ラク ター まで 、 | 沙耶 の 唄 」 
の 登場 人 物 7 人 に は 、 シ ナリ オラ イタ ー の 虚 淵 玄 氏 より コメ ント を いた だ いた 。 


01 一 02.- 沙 耶 の 設定 ラフ 。 初 期 に 描か われ た も の だ ろう か 、 服 装 が 異な っ て いる 。 03. 白 い ワ ン ピ ー ス に 身 を 
包ん だ 決定 稿 。 04. 沙 耶 の イメ ー ジ スケ ッ チ 。 


もし か し た 6 私 が 世に 出し で きた ヒロ イン た ちの 中 で -… 番 人 気 を 疾 則 し た キャ 2 な ん 
じゃ な か ろう か 。 を そ 編 委 体 が 私 に た っ て 最大 の サプライ ズ で あり 喜び で も ある 、 思い 人 
れ の 癌 い キ ャ ラク ター。 まき か 人 気 者 に な っ て (れる な ん で て 人 役 原 6 予想 し は せ ん で し 7 


則 f 背 負わ せる の が 私 
週 度 に お いて ナン パ 
\ ル 度 も ナン バー ワン 


や ヤラ う 。 声 俺 きん の 盤 


トキ ャ う や も あり ます 。 


不安 感 を 太る 、 
様子 で 目 を 輝 か せ 


『 門 う 。 
起 。 作 中 で は 立ち 総 と し 
て 上 半身 の み が 使わ れ て いる 、 ノ 1 0-11. 


基き 下ろ レイ ラス ト の た め の ラフ スケ ッ テ 


ヽ ーF キ < 
h 


Comment from Unohurhi 

も っ と も 愛す べき 悼 牲 者 。 当 付 の よう に 世 
乳 。 ホラ ー の 袖 虐 美人 は ボイン で な けれ ば な 
ら な いと いう 映 則 に 基づい た キャ ラ で す 。 と も 
か く 〈 私 は 気 前 で 胸 の デカ イ 女 を い ぢ め た お す 
の が 大 好き で 仕方 あり ませ ん 。 


泣け ! 喚 け ! 畠 ら せ ! 


01. 理 の 設定 ラフ 。 巨乳 を 強調 する よう な タイ ト な シャ ツ が ポイ ント か 。 
02. 完 成 CG で は 暗く な っ て よく 見 えな い 触 手 部 分 も 、 丁 寧 に 描か れ 
て いる 。 03. 臭 涯 教授 の 人 究 資料 を 漁る 涼子 。 04 一 07. 戦 闘 モー 
ド に 入っ た 涼子 の 衣 対 。 04 か ら 順 に 身 に まとう 洋服 の パー ツ が ひと つ 
ずつ 増え て いる 。 ノ 08. 涼 子 の 設定 ラフ 。 


ガ 保 京子 


暗 杭 な 話 を 書い て いて 筆者 自身 が 喧 信 な 気分 に 呑ま ん て し まっ 
た が 故に 、 その 鬱 償 に よっ て 突 鍛 変異 を 遂げ て し まっ た キャ ラ で す 。 
や っ ぱり 私 に は 格調 高い ホラ ー は 無理 で すわ 。 恐怖 演出 が 続き す 
ぎる と 、 豆 が 反撃 タイ ム に 切り 堆 わ っ て し まい ます 。 


実は 青 旋 より も キャ ラ 設定 が し っ か り し て 
いる 犠牲 加 を の 2。 こう いう 幅 わ れ な きす ぎ 
る 脇役 は . せめ て 作者 だ り で 6 構っ て や ら 
な けれ ば 不 個 すぎ る と いう 思い か ら 、 無駄 
に 誠 し い 設定 を 考え た く な る と いう ん 侯 
が 私 に は あり ます 。 


を 表 。 て 音 関 、 最 後に は 
損 ョ の 6 ッ ン まで 語 替 し て し まう 一 一 
の 恋 較 が 、 わ ) ょ 維 図 面 通 

」 て くれ ま し た 、 微 も や は り 声 


こめ ん な さい 。 こい つ は 本 当 に 仙 。 た だ 
の 餅 。 通り すがり の 犠牲 者 を その 1。 も は や 
女性 キャ ラ で ある 必要 すら な か っ うた の か も 
し れ な いけ れ ど 、 発売 前 に 野郎 より も 女 の 
了 を 大勢 出す と 公約 し て し まっ た も の で 。 


2) 
Vo SO 本 電 っ 9 


マサ ーー 所 る る で 


01 02. 沙 服 に 上 級 われ る 至 と 、 沙 耶 の 同類 に 多 を 変え た 至 に 朋 わ れる 絆 司 。 触手 が 生々 しい. 03 一 
06. 首 訪 の 蓄 遇 な 診 立 ちか ら は 類 傷 ち つ か な い 、 和 狂気 で 歪ん だ 放 を 見 せろ キャ ラク ター た ち .。 この あたり の 表 
情 の 挫 き 分 け は 、 さ す が 中 央 東口 氏 と いっ た と ころ , グ 07.「 ツ メ は が し て あり ます と 設定 が 細か い 。 08. 
斑 が 手 に し て いる 携 事 電 話 に は 「Nitro+」 の 文字 が 。 さ ら に 、 ス トラ ッ プ に は 「 ヴ ェ ド ゴ ニ ア | の モー ラ 人 形 が 
うい て いる 09 一 10. 様 々 な 表情 を 見 せる 沙耶 。 ノ 11. 物語 冒頭 て 登場 する 肉 者 た ちの CG は 、 こ の イ 
ラス ト か ら 一 部 分 を 切り 取っ て 使わ れ て いる 。 


LE AN 
と: い SS 


0252 (3)」 
カラ 2 ト () 
し 


の 
02Ea、 [クト ゥ ルー の 
9 の した 選 還 の 和 引 
Ye 「 チ ャ ー ル ズ . の ォ ー ド の 本 


の 
ッッ TpG」 


知 ro ン リン ウィ > ( 
oz) 
フュ 


ゲー メス フ ァ ン や ヤ ホ ラー ファ ン な ら 、 一 度 く らい は 
T『 ク トッ ル フ 神 」 と いう 財 葉 を 目 に し た こと が あ 
る の で は な いで し ょ うか 。 仮に な いと し て も 、 ク 
トゥ ルフ や ハス ター、 アザ トー ス や シュ プー ニ ニ グ 
ラス と いっ た クト ゥ ルフ 神話 に 関す る クリ ー チ ャ ー 
を RPG な ど で 見 た 覚え を は ある は ず で す 。 

『 沙 耶 の 唄 』 と いう 作品 に は 、 それ ら の 神話 
に 関す る クリ ー チ ャ ー が 登場 する わけ で は あり を 
せん 。 に 6 か か わら ず 、 クト ウル フ 神 疾 の 王道 
的 な 面白 き で ある 、「 信 間 に は は か り 知れ な い 
存在 が も た ら す 処 怖 」 を 備え た 作品 で ある こと は 
確か で す 。『 沙 耶 の 唄 』 を より 深く 理解 する た 
め に 、 ここ で 少し クト ゥ ルフ 神話 に つい て 紐解い 
て み ま し ょ う 。 

束 

クト ゥ ルフ 神話 の 源 と な っ た の は 、 1920 て 30 
年 代 に 活躍 し た 麗 怖 作家 、 ハワード ・ フィ リッ プ ・ 
ラグ クラ フト (1890-1937) の 作品 税 で す 。 ラグ 

ラフ ト は 自分 の 作品 税 で 描か れる 恐怖 を 、 コ 
ズミ ッ ク ホ ラー (宇宙 的 逐 怖 ) と 呼ん た で いま し た 。 
その 大 ま か な フ ォ ー マ ッ ト は 、 人 間 の 想像 力 や 認 
議 カ を 超え た 存在 に 関わ っ た 者 が 、 それ まで 当 
た り 前 だ と 思っ て いた 世界 が いか に 危う いも る の で 
ある か 気がつか され た り 、 精神 の 負荷 に 面 えき 
れず 発 手 し た り と 、 死 よ り も 奄 惨 な 運命 を 有 遂げ る 
と いう も の で す 。 『 沙 耶 の 唄 』 は 、 物語 前 半 は 
狂気 を 深め て いく 人 物 の 視点 か ら 、 後半 は 狂人 
の 足取り を 追う 友人 の 視点 か ら 描か われ て いま す が 、 
その どちら の バタ ー ン も 。 ユズ ミッ ク ホ ラー で は よ 
《 見 られ る る の で す 。 

当時 の 作家 た ち は 知 人 の 作品 に 登場 する 魔道 
書 や 邪神 な ど を 、 自作 に ゲス ト 出 演 さ せる 遊び を 
よく 行っ て いま し た 。 ラク ラフ ト が 創造 し た クリ 
ー チ ャ ー や 邪神 た ちほ は 非常 に 魅力 的 だ た っ た た め 、 
多 て の 作家 が 自作 に も 取り 入れ まし た 。 また 、 テラ 
ツク ラフ ト が 創造 し た クリ ー チ ャ ー を 使う だ け で は 
な 〈、 独自 の コズミック ホラ ー を 書く 作家 も 現れ ま 
す (つい に は ラウ ク ラフ ト が 、 他 の 作家 の 作品 
に 登場 し た キャ ラク ター を 自作 に 取り 入れ る 逆転 
現象 まで 起こ り ま し た !) 。 こう し て コズミック ま ネ ラ 
ーー は ホラ ー の 1 ジャ ン ル ん ょ し て 定着 し 、 か つ 誰 も 
が 自由 に 参加 で きる も の と し て の 素地 が な で き あ が 
つた の で す 、。 

し か し 、 ラヴ クラ フト の 死後 、 こう し た 動き は 
一度 途絶 える こと に な り ま す 。 後 年 、 ラ ツク ラフ 
ト の 作品 を 世に 広め た の は オー ガス ト 、 ダ ー レ ス 
と いう 作家 で し た 、 彼 は コズミック ホラ ー の 硬 界 
級 を 理解 し や すい も の に する た め 、 凌 悪 二 元 答 
的 な 要素 を 盛り 込み 、「 ク トッ ゥ ルフ 神話 大 系 」 と 
で 6 言う べき も の を 作り 上 げ ま す 、 現在 で は ダー 
レス の 作っ た 神 申 大 系 は あま り 人 気 は あり ませ ん が 、 
クト ゥ ルフ 神話 た いう 言葉 だ け は 丈 り 、 コズミック 
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/ つる 


ホラー 全般 を 指す 言葉 と し て 広く 使わ れ て いま す 。 
ヒコ 

多 て の コズミック ラー で は 、 人 間 は 大 いな を 
存在 の 前 で は あま り に も 無力 で す 。 与 い の 存 在 
が か け 離 れ す ぎ て いる た め 、 コミ ニュ ケー ショ ン 
すら 取れ な い 場 合 も 多い の で す 。 そう し た 政 神 や 
クリ ー チ ャ ー た ち は 、 人 間 と いう 存在 を 認識 し て 
いな いこ と すら あり えま す 。 人 間 が そう と 知ら ず に 
取 を 潰す か の よう に 。 彼ら の 存在 その る の が 人 間 
を 破 大 に 追い や る の で す 。 し か し 。『 沙 耶 の 中 』 
に 登場 する 沙耶 は 、 人 間 の 知識 を 得る こと に よっ 
て . その 種族 本 来 の 状態 か の ら か け 区 れ て いき ます 。 
まる で 大 いな る 存在 を 知り 、 症 気 の 伺 界 へ 忌 を 
踏み 入れ る 人 間 の よう に 一 一 。 叙 紀 と 沙 郎 の 負 
了 写 し の 関係 は 、 コズミック ホラ ー と し て 新鮮 な 点 
で あり 、 クト ゥ ルフ 神話 に 触れ た こと が ある 方 は 
思わ ず ニ ヤリ と させ られ た は ず で す 。 

また 、『 沙 耶 の 唄 』 よい うぅ 作品 は テー ブル ト 
ー ク RPCG 『 ク トゥ ルフ の 呼び 声 』 の 強い 影響 を 
受け て いる 作品 で も あり ます 。 特に 物語 後半 は 
その 傾向 が 強 て 、 大 司 や 涼子 の 行動 は あたかも 
同 作 の プレ イ 風 景 を 想い 起こ させ ます 。 『 ク トゥ 
ルフ の 呼び 声 』 の キャ ラク ター に は 正気 族 と いう 
パラ メー タ が あり 、。 キャ ラク ター は コズミック 未 ラ 
一 的 な 出来 事 (クリー チャ ー ょ の 遺 過 、 邪神 に 
関す る 知識 の 獲得 な と ) に より 、 後々 に その 正 
気 度 を 失っ て いき ます 。 そし て 正気 許 を 失い す 
きる と 、 一 時 的 な バニ ッ ク や 、 信久 的 な 有 修 定 
や 偏愛 な どの 精神 異 党 に 了 り ます 。 正 の 姿 を 見 
た 耕司 の 恐慌 去り や 、 涼子 の 鉄 べ の 大 愛 は 、 
まさ に 『 ク トッ ルフ の 呼び 声 』 的 で あり 、 その 占 
は シナ リオ を 書い た 虚 淵 氏 も 認め る と ころ で す ( 承 
子 と いう キャ ラク ター が 暴走 し て し まっ た 理由 も 、 
そこ に ある よう で す ) 。 

こう し た “ 原 奥 ” と も る 言う べき 作品 郡 に 触れ て 
クタ れ ば 、『 沙 了 の 唄 』 を 再度 プレ イ し た と き に 、 
きっ と 新た な 面白 さ が 見 つか る は ず で す 。 

ト ゴ 

ラダ クラ フト 作品 や テー ブル トー ク RPG は 、 
お 世辞 に も メジャー と は いえ な い 存 在 で す 。 一 
帝 の 書店 や ホネ ビ ー シ ョ ッ ブ で は 扱っ て いな いこ と 
が は ほとん と で し ょ う 。 で す が 、 わざ わざ ネッ ト オ 
ー ク ショ ン な と を 利用 し な (と も る 、 ネッ ト 通 販 な ど 
で 案外 簡 音 に 入手 する こと が で きま す 。 た 、 
地域 の ゲー ム サ ー ク ル を 訪ね て みれ ば 、 『 ク トッ 
ルフ の 呼び 声 』 を ブレ イ し て いる 人 が 見 つか る か 
も 知れ ませ ん 。 

禁断 の 知識 を 求め る 者 の 曽 に は 、 いつ の 時 代 
も 、 異 界 へ の 太 は 還 か れ て いま す 、 その 先 に は 、 
東 涯 教授 た 沙 聖 の 出会い の よう に 、 素晴らし い 
何 か が 待ち 受け て いる か も し れ ま せん 一 一 。 


ーー ューー。 
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女体 を いっ ぱい 描く た め の 
全 画 た っ た は ず が …… 


ーー ます は 『 沙 悪 の 現 』 の 制作 が スタ ー ト し た 経 
圭 か ら お 願い いた し ます 。 

氷 画 の 中 央 東口 の 、 「 も うい い 加 減 エ ロ い オナ 
ゴ 絵 を いっ ぱい 描け る 企画 が や っ て みた い 」 と い 
う 要 請 を 受け て 。 私 に 出来 る 限り の こと を し て み 
よう 、 と 思い 立っ た の が きっ か け で す 。 あと 『 鬼 
実 街 』 の と きる そう な ん で すけ ど と 、 私 と 東口 の ス 
クジ ュー ル が ぼっ か り 空 いて た こと る 要因 で すね 。 
で 、 何 か 短 い ス メン で 1】 本 出せ な いか な 。 と 。 
ー 一 娘 の 子 の 従 を 下す 金 画 を の に 、 示 ラー に な 
つっ た と ころ が 面白 いで すね 。 

今 に し て 考え る と な ん で だ ろう と 自分 で る 不思議 
な ん で すけ と ( 笑 ) 。 た と えば ぼ 闘 争 の 物語 だ と 、 
主人 公 が いて 。 敵 か が いて 、 ヒロ イン が いる っ て 形 
に な る わけ で 、 これ だ と ヒロ イン の 比重 が 3 分 の 1 
な ん で す よ ね 。 だ っ た ら 開 争 の 相手 と 女の子 を 一 
結 に し ちゃ えば 、 3 分 の 2 が 女の子 じゃ な いか と 
( 完 ) 。 た ぶん そん な 発想 で す 、 ホラ ー に し た の は 。 
ー 一 最初 プレ イ さ せ て いた だ いた と き に 、 こ の 絵 
の 裏 で 沙耶 と 孝紀 は どう いう こと に な っ て いる ん だ 
ろう 、 と 想像 し て し まっ て 気持 ち 悪 いな あと 思っ て 
た ん で すけ ども 、 虚 淵 さ ん 的 に も そう いう 意図 で 
書か れ て いる ん で し ょ うか 。 

は い 。 ホラ ー に し た か っ た ん で す ( 笑 ) 。 た だ 、 
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孤 光 の ポジ ショ ン を 第 い た 冊 淵 交 と いう シナ リオ ライ ター。 


彼 の み 出す 世界 は 


人 を ぐい ぐい と 物語 の 中 へ 引き 込ん で いく 力 を 持つ 。 


「 沙 耶 の 唄 」 の 仙 作 風景 か ら 


彼 の 作品 づく り に 対す る 考え 方 、 発 想 の 源 を 


可能 な 限り 引き 出し て みよ う 。 


自分 が けっ こう 怖がり と いう か 、 恐 需 の 要素 に 敏 
感 だ っ た らし く 。 つば ぱり 辛 物 に 敏感 な た 人 が カ 
レー を 作っ て も 、 寺 委 愛 の 大 は 満足 し な いん で す よ 
ね 。 で 、 世間 一 般 の 認知 の 仕方 し て は 』「 あ 
れ は ホラ ー の 皮 を か ぶた 純愛 も の だ よ 』 と か か 力 
を 込め て 言わ れ ち ゃ っ た りす る ( 笑 ) 。 さじ 加 滅 
を 誤っ た の か な 、 と いう 思い は あり ます わ 。 


すべ て の 要素 は 
まず シナ リオ が あり き 


ーー  「『 沙 耶 の 唄 』 は まず シナ リオ が 先行 し て あ 
つた そう で すね 。 

わり と 珍し いこ と に ( 笑 ) 。 先 に シナ リオ を 書 
いち ゃ っ て 、 それ を 中 央 東口 に 渡し て 、 絵 を 入 
れ た いと こ に 入れ て 、 っ て 頼む や り 方 で し た ね 。 
一 一 峰 を 読ん だ 東口 さん の 反応 は いか が で し た ? 

現在 進行 形 で 作っ て いる 6 の に 関し て 、 良し 
悪し を 語る と いう こと は あん まり な いで すね 。 
ー 一 例え ば 慮 淵 さ ん が 、 他 の シナ リオ ライ ター の 
方 が 書か れ た も の に 対し て 、 何 か 指示 を 出し た り 
と いう こと も あま りな いん で し ょ うか ? 

文法 が 間違っ で いる と か 、 こう し た は う が 面 自 
いと 明らか に 分 か っ た と き に 提案 は し ます けど 、 を 
れこ そ 「 よ く 《 や っ た !」 っ て 以上 の こと は そん な に 
育 わ な ぃ で すね 。 「 こ に こ が お も し ろか っ た よ 」 なみ 
た いな こと を 言っ ちゃ うと 、 それ ば か り 目 が いっ ち 
や うと 思う ん で 。 作っ て る 側 の 人 間 は 冷め た 目 で 


全体 を 見 な いと マズ イ と 思う ん で す よ 。 だ か ら 、 
ここ が いい 、 あそこ が いい 、 みた いな の は お ぢ お客 き 
ん だ け に 委ね て いい と 思い ます 。 むし ろ 僕 ら が 気 
を つけ る べき な の は 、 「 こ こ が よ 《 な い 」 と か [に 
こ に も うち ょ っ と 可能 性 が ある ん じゃ な いか が 」 と い 
う 部 分 な ん で 。 そこ は 言わ な きゃ しょ う が な いん で 
言い ます けど 、 それ 以上 は マス ター アッ プ し て 
いち ゃ っ て 、 手遅れ に な っ て か ら 言う べき こと だ な 、 
と 思い ます 。 
ーー 粗 を つぶ し て 、 完 成 度 を 高め で いく 、 と いう 
と ころ で すね 。 で 、 東 口 さん が ビッ クア ッ プ し た 如 
シー ン の 絵 を 見 で みる と …… 化 け 物 を 叩く シー ン 
が 多い で す よ ね 。 稚 見 さん の と ころ も ( 笑 ) 。 

あの シー ン は あん な に いっ ぱい 松 が 入 る と は 思 
いま せん で し た ね ( 笑 ) 
ーー 発売 前 は 恋愛 も の だ と プロ モー ショ ン し て い 
た に も か か わら ず 、 攻 を あけ て みる と グロ 肉 を 叩く 
絵 が 多かっ た と いう ( 笑 ) 。 

まあ 、 元々 信用 きれ て いな いん で す が ( 笑 ) 
記 愛 $ の と 言っ た と ころ で 、 今度 は どう 裏切る ん だ 
ろう と ょ ュ ユー ザー さん に は 予測 され て し まう の で 。 む 
し ろ 本 当 に 純愛 もの だ っ た ほう が 、 裏 切 れ た の か 
も し れ な いで すね ( 笑 ) 。 
ーー ある 意味 、 ツ ケ が まわ っ た と いう か 。 

で すね ( 笑 ) 。 それ で も 雑 誌 社 さ ん は ダマ さ 
れ た フリ を し て 、 ちゃ ん と 純愛 ば い 誌面 を 作っ て バ 
だ きっ た ん で す 。 あり が と う ご ざ いま し た ( 笑 ) 。 


wpgswJARO に 
公報 FC 民 は つい て も 、 
了 、 い 3 の は あっ た えん で 
な ポー ヶ月 前 の ふみ ー ビ 
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か し て ムー ビー を 見 た ら 、 めも 

+ と いう 【 笑 )。 
A を っ た ん で すり けど 戦 


区 
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カー ペン ター の 映画 を 見 て た り と か 。 そう いう の が 
人 (ある ある 、 こう いう 話 」 みた いな 感 
いで け 出 の の れ て た みた いで サ 。 を も を も が リ 。 
の 鳥 』 (※ 1) で すし ね 。 本 も 知ら な い 女 子 高 
ホ に 『 ゆ 耶 』 を 性 ぼ せ た 6 どう いう 反応 を する の 
まっ た て 相 人像 で き な い で すず けど ( 秋 ) 。 

[ 災 の 鳥 」 と ラヴ クラ フト の 組み 合わ せ と い 
う の も な か な か 珍し いで す よ ね 。 
まっ も も 自分 に ちっ て は 怖がっ た も の な ん で す よ 。 
『 火 の 亡 』 は 特に 子 慌 の こみ に トラ タウ マ に な っ た 
衝 仙 で す 。 
= 一 トラ ウマ つなが り だ っ た ん で すね 。 
自分 に と っ て 恒 い も の を ご っ ちゃ に し た 。 と い ぅ 
感じ で すか が 息 。 迎 に 需 電 と か は 。 あん まり ピン ル 
こない ん で すけ ど 。 乾 旧 と か 怒 鼻 と か 。 それ が 
怖い の は お か らん で も な いん だ けれ ども 。 自分 で 
その 怖 き を モノ に し て 災 、 と いう の は だ ぶん 無理 


貞子 に な ん で 殺さ れる の か 


<〈 わ か ん な いん で す よ ね ( 笑 ) 」 


3 が 全 甘 前 (て 、 辿 い 詰め 
も 、 や っ ぱ 相 変わ ら ず と いう 
4 
NDL た が 、 主 入 公 と いう の は 
\ 導 し て いる ん で すか ? 
が れ 。 あれ は あれ で 、 


KGZ 追 知ら れ て いる わけ で 。 
才 時 金 体 か ら . 
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9 * 答 な る の みな. と 2 

[ ろ 18 破 : の お 見 き 

の 導 を 極め て 2 人 が 多い ん で 、 
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聞 を た り そ る えた 
馬 (人 「 多 肛 の 


だ と 思う ん で す よ ね 。 それ より は 、 実際 に 頭 か に 
られ る ほう が 怖い よ な 、 と ( 笑 ) 。 
一 目 の 前 に 実体 と し て 生 威 が ある ほう が 、 好み 
な わけ で すね 。 

実際 、 貞子 に な ん で 殺さ れる の か よく わか ん な 
いん で す よ ね ( 笑 ) 。 あれ が 首 絞 め ゆら れ て と か 、 
か じ ら れ て と か な ら 、 「 あ あ 。 それ は や だ な 」 と 
思う ん で すけ ょ ガン と ば され て 死ぬ っ て いう の 
は どう な の ? みた いな ( 笑 ) 。 


貞光 玄 な り の ホラ ー 観 を まとめ て みた ら 、 [ 沙 
耶 ] の 怖 部 分 が で き あ が っ た と 。 

た だ 、 償 は あん まり 自分 か 作る も の っ て 、 自 
分 で 支配 し っ くき な いん で て す 。 例え ば 書い て みて 
「 あ ぁ 、 これ は ホラ ー じ ゃ な い ょ な あぁ 」 と 思っ た と 
し て 6, だ か ら っ て 午 き 直す こ ょ は し な か っ た ふ 思 


つて いう と 、 書き 終え て お 客 


2 ん で す 。 どっ ちか 


順 』 ま も いう 作品 。 


a (に うな ずり る 。 月 を 生か みる 


さん に 軸 す 瞬間 っ て い 


う の は 、 自分 で も 詩 乱 し て 
る ん で す よ 。 


「 い つた いな ん な ん だ ろう 、 これ 」 
つて 思っ て る 状態 で ( 笑 ) 。 し ろ 答 え を お ぉ 客 き 
ん に 出し て も 6 える の が 気持 ちい い ょ いう ぅ か.、 や り 
が い に な っ て る 感じ で す 。 だ か ら 恋 愛 6 の ょ い 、 
う 評価 も 。 自分 の 力 の な き 6 思 うん で すけ と 、 を 
ん は それで 思わ ぬ 面 白い 結果 が 軸 た 
て ます 。 を うだ っ た の か { ょ ( 笑 ) 。 
ー 美 少女 ゲー ム を 買っ た わけ で すか の ら 、 意 愛 も 
の だ と 局 い こみ た か っ た の か る も 7 

ああ 。 確か に を れ は ある か 6 し れ な いで すね 。 
^ う 隔 わ な ちゃ ちょ っ と や っ て られ な いっ て いう 。 
を うだ と し た ら 成 功 だ まな 。 うん ( 笑 ) 。 を こま で 
わ 鶴 る ん が 守り に 入っ て くれ た の で あれ ば . それ 
は 怖がら せ た よ うな も の で すし 。 で も 。 今 倍 
ほ 指 絶 反 底 が ある と 研 っ た ん で す な . みな さん 
偵 杯 いで す よ ょ ね 。 強い な ぁ . お客 き ん は ( 和 愛 ) 。 


自主 制作 映画 の 経験 ゲ 
今 の スタ イル の 源 


な ぁ と も 据え 


こそ 


ーー オー プ ニ ン グ さ ぇ 乗り 越え れ ば 。 あと ば る もう 大 
丈 夫 で し ょ うか ら ね 。 

た だ 。、 あの ォ オープニング に 関し て は 。、 る ちょ 
つと 静か に 始め て 、 も っ と ま ラ テー っ ぽく (な っ た 
か も し れ な いな と は 思う ん で すけ と ね 。 も っ と 不吉 
な 雰囲気 が 源 う 日 営 を 穂 み 重 ね て いっ て . そこ 
か ら ど ん どん ヤズ ィ 方 向 に な っ て いく ょ か 。 わり と 
自分 、 戻 開 そ 急い ヒ ゃ う 條 向 な ある ん で 。 
ーー その へ ん は 映画 的 と いう か 、 無双 の な い 機 
成 に する の が お 好き な の で し ょ うか ? ちょ っ と 食 
い 足 りな いと も 言え ます けど 、 逆 に 映画 と か を 蝶 
て る 感じ で 、 どん どん 和 に 條 ん で いく 箋 持ち よさ 
が ある 気 が し ます 。 

実は 掌 生 の ころ 、 良 主 制作 只 画 を や っ て た ん 
で す よ 。 あれ は 、 は ん と 学生 に ょ っ て は 記 条 の 
戦い で 、 フィ ルム は 高い 、 環 像 代 は 貞 ふ 、 しぶ 
も 3 分 し か 回 ら な いよ ょ か そん A な 世 只 な ん で 。 き A 
と に 無駄 な ね の を 9 詰 め る し か な いん で す よね 。 
あ ょ 、 自 玉 制作 に は モッ ト な ん て な いわ にゃ な 


女体 を 描く は ず だ っ た の に 
や っ ぱり ニトロ クォリティ 

これ は や は り リフ ァ ン サー ビス と いう こと な 
の だ る うか ( 笑 ) 。 女体 を 思う 存 分 描き た い 
と 思う 反面 、 虚 淵 氏 澤 自 の シナ リオ に 触発 
され た の か 、 気 が つい て みれ ば いつ も の 路 
線 の 絵 が 増え て いた 。 
1 し か し で ある 。 エ ロ ば か り 書 く < 虚 淵 玄 、 女 
体 し か 描か な い 中 央 東口 。 ち し そう な っ て 
いた ら 、 フ ァ ン に し て みれ ば 、 あ まり 鞭 迎 で き 
な い 状 態 の は ず ea い 


| 


トド 還 ーー 


いで すか 、 その 辺 の 裏 申 地 & か 、 いか に 限ら 6 れ 
た ロケ ーション で 話 を 起 み 立て る か ょ か 、 倫 駄 を 
汗 《 こ と が 選 身 に み て ある ん で す よ ね 。 され が 
良く も 菊 く も 今 に 陸 幅 し て る の か な 。 今 いち も プレイ 
時 間 と いう か 、 読ま せる 叶 間 を 敬 沢 に 使え な い ょ 
で も いう ん で すか ね 。 
ーー その あたり で 作品 作り の 基本 的 次 勢 が 作ら れ 
た みた いで すね 。 

ここ の と ころ 短い 話 ば か り に な っ ちゃ っ て る の は 、 
それ が 理由 か も る しれ な いで す 。『Phantom』 や 
『 ヅ ェ ド ゴ こ ニア 』 を 作っ て いた と き に 出 て きた 破 絶 
に 交 り て る 、 よい う の も あり ます 。 作品 の 長き を コ 
ント ロー ル す る っ て いう こと が 、 夫 だ に で き な い ん 
で す よ ね 。 その シー ン い ら な いじ ゃ ん 、 と か 思っ 
ちや うと 、 すぐ 無 くし ちゃ っ た りす る ん で 。 それ っ て 、 
溜め る 演出 が で き な い っ て こと な ん で 、 わり と 柳 
に は な っ て る ん で す よ ね 。 も っ と 引き 伸ばし で 、 
越 急 つけ る の も アリ だ と 思う ん で すけ ども 。 た だ 、 
無駄 が な いっ て こと は 、 それ は それ で 悪い こと で 
は な いと 思っ て は いま す 。 作品 の 単価 を 下げ 6 れ 


: れ ば な お いい 。 1000 円 2000 円 で 提供 で きれ ば 


何 の 問題 も な いと 思う ん で すけ ど 、 さす が に それ 
は 難し いで す 。 
ーー その 辺 の 価格 も 劇場 と いう か 、 映 画 を 意識 し 
た 価格 な ん で すか ? 

いえ 、『 鬼 喘 街 』' の と き に 決め だ 値段 な ん で 
すけ ど 、 それ は ぶっ ちゃ け ギ リ ギ リ の ライ ン で す 、 
お 客 さ ん を 満足 させ られ る か どう か と いう 役 囲 で 、 
あの 尺 の も の に あの 絵 と あの 音 を 入れ る ほ と あ の 値 
彼 に な つて し まう 、 と いう ちょ っ と 大 し い ラ イン な ん 
で すね 。 さら に 作り 方 の フク ウ ハ ウ と か 、 売り 方 の 
フウ ハウ が あれ ば 値段 を 抑 を そる こと が で きる か も し 
れ な いん で すけ ど 、 まだ 今 の と ころ は 無理 で すね 。 
実際 アリ ス さん と か 2800 円 出し て る わけ で す が 、 
な か な か を そこ まで は た どり 着け な いで いま す 。 


コズミック ホラ ー と の 


出会い は TRPG に て 


ーー 「 沙 耶 の 唄 」 は クト ウゥ ウルフ 神 用 的 な 晃 囲 気 
を 持つ 作品 で す が 、 虚 淵 さ ん が コズミック ホラ ー 
と 出会っ た きっ か け を 教え て くだ さい 。 

ケイ オシ アム 守 の テー プル トー ク RPG 『Call of 
Cthulhu』 (※2) の ルー ルプ ブッ ク で す ( 衝 ) 。 
まあ 、 そう いう 人 は 多い ん じゃ な いで し ょ うか 。 テ 
ー プ ルト ー ク RPG の ネタ 本 の つも り で 、 ラヴ クラ 
フト 全集 を 買い 泡 っ た り し で 。 旋 む 以前 に ルー ル 
ブッ ク に 戯 っ て いた 、 チュ ー ト リア ル ょ か 小 脱 の 抜 
称 と か で 、 まず 最初 に 金 体 像 を 揚 損 し て で いた ん 
で す よ ね 。 考え より に よっ で は 、 あん まり 内 せな 
出会い で は な か っ た か も し れ な いで す が 。 
ーー ダー ム で は ダー レス の 神 用 大 系 で も な いし 、 
御大 の オリ ジ ナ ル で も な い 、 岡 者 の いい と こ 取 り 
みた いな 世界 観 で し た よね 。 

どっ ちか っ て いう と 、 カー ペン ター の 映画 ょ か 、 


そっ も 方 面 に 近い ん で し ょ う ね 、。 B 級 ホ うー 系 ょ 
で も 6 半 うか 。 ょ に がく 〈 穴 提 し し た 5、 消火 欠 で 化 
けり 物 を | 役 る ム ふた いな ( 衝 ) 。 され まで は D&D 
みた いな ゲー ム ぼ ぽっかり だ っ た ん で . た に か ( 放 
人 鮮 で し た ね 。 ダー ム マ スタ ー が 率先 的 に プレ イヤ 
ー を いじ め る ゲー スム っ て いう の は 初 で し ょ う 。 当時 
遊ん で いた ゲー ム 仲 間 か いた ん で すか が 、 ゼ ぜひ 私 
5 を し ば きた いっ て いう 、 を の 思い で 始め た ん で 
す よ 。 で も それ が 沙 常 に 好評 で し て ( 和 %) 。 後 
半 の 少子 先生 の 行動 は 、 完 金 に ゲー ム 中 の 行動 
みた いな も の で すか られ ね 。 

ーー いか に も 探 替 者 だ な あ 、 と いう 生 じ で ( 笑 ) 。 
(「Call of Cthulhu』 に お いて は 、 プレ イヤ ー キ ャ 
ラク ター を 探索 者 と 呼ぶ ) 

武 施 が 切り 訪 め ショ ッ ト ガ ン っ て いう の 6、 あの 
ゲー ム で 最強 の 武器 で すし ね 。 
ーー 慮 淵 さ ん に と っ て 、 ラ ヴ ク ラ フト 作品 の 釣 カ 
と は な ん で し ょ うか 。 

そ で う で すね 、 一 番 あ の 人 が 向こう 側 の 世界 に 
愛 か ある 気 が す る ん で す よ 。 例え ば 『 三 気 山脈 』 
と か 、 は っ こう 代物 側 に 同情 的 じゃ な いで すか 。 
た だ 怖い も の 縛 お で まし いも の と いう ふう に 候 避 し 
て 書く ん じゃ な く で で て 、 怖 ( て お ぞ ま し いん だ けど 、 
それ を 追い か けず に は いら れ な いみ た いな 。 くぅ 
いう 深み は 、 や っ ぱり 本 家 の あ の 人 の 作品 が 一 
番 あ る か な 、 と いう 気 が す る ん で す よ むね 。 クト ゥ ル 
ンク 系 の コズミック ホラ ー で 一 番 秋 力 を 感じ る 部 分 は 、 
自分 は を こ な ん で 。 

ー 一 定番 の パタ ー ン で は 、 人 間 が 界 界 の 知識 に 
惹か れ て 破 浅 す る わけ で す が 、 本 作 で は 逆 に 、 
沙耶 が 人 間 の 知識 を 得 て 、 本 来 の 性 質 が スポ イ 
ル さ れ で し まう 。 そ こ が 面 白い と 思っ た ん で すけ ども 、 
最初 か ら 核 に な っ て いた ネタ な ん で し ょ うか 。 

いや 、 書い て て ビン と きた 感じ で すね 、 最初 
は 怪物 と 人間 と の 恋 受 、 よい う 線 で 書い で た ん で 
すけ ど 、 沙耶 の 設定 だ か を 詰め て いく うち に 、 ふ 
と し た 思い つき で 。 人 間 の 理 仁 よ いう & の も 、 王 
気 の 一 形 診 で ある 、 と いう の が 私 な り の 持論 な も 
の で 、 沙耶 や 浜 子 先 全 の キャ ラ 妨 民 は 、 その 辺 
を 賭 ま えて いま す 。 何 か を 排除 し よう と いう 欧 起 は 、 
こと ご と 《 証 気 な ん だ る うな よい う 気 が する ん で す よむ 。 
宗孝 内 争 は 実際 を うだ っ た わけ で すし 、 人 され ぞ 
れ の 常 斉 で すら 6 他人 と は 共有 で き な い わけ で 。 
湊 有 し よう ょ 思っ た と た ん 、 由 幅 が 小 じ て ケン カ に 
な り ま すか 6 共有 し な けれ ば な ら な いと か 思っ 
た と し た 6、 され が 一 番 ミ クロ な レベ ル の 狂気 じ や 
な か ろり か ょ 。 AE. 


沙 取 の 前 向き な 気持 ち で 
世界 は 大 変 な な と に 


一 変 な 質問 で すけ ど 、 沙 耶 は 元紀 が 相手 で あ 
る 必要 は あっ た の で し ょ うか ? 

ゆ が 恋 を で きる 相手 で な いと ダメ だ っ た 、 と 
いう こと で す よ ね 。 まあ 、 な ん と な ( 恋 の 定義 と し 


、 人 罪 に 対し て も 

の て を け 入れ 

。』』。 生 記 2 全う を 

A PE ) の 。 この 草 

nM: 

ee * 1 て な いん で 

1 コ て 、 車 机 を 知っ つか 。 

Ei の ぁゃ うわ け で すま , 

8 pe て ヵ ょ うと 、 着 
2 


上 は 0、 で 6、 に が ュ 
0 L て 全 り の 5 れ た 。 

FN あたい 
4 で すけ まお 。 こん な 恋 
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ae か っ て の 親 ま を 幸 す の に 特 

。 4 ( 商 、 と に ろ で 、 都 に 見 

em > イザ は 、 どん な と ころ か ら 思 いつ 

の 

[ >wj (や) で すか 4A。 特に 

9 っ た こり の せ ジ ュ ア ル が 一 春 

| わし あや ザイ オ タ か か か っ て る 

( あ & じ か な いで すか 。 初代 

3 な 休 得 描か 抵 い 分 、 邊 を 

1 (所 ) 、 あの 抽 界 柳 し た 

和 、 で の お 尿 な の か 同 の 赤 呈 な の か 、 

し 所 半 も 重き 。 それ が か な り 

に うか 最近 の 者 各 は 、 ああ こ 4 も 

り t も の は っ きも し な る かす 
ぐす 


すず ル な ま は 、 [沙季 の 噴 】 で も 


し YR。 交 と す と の 中 介 
8 で は いた ん で すけ と 6。 に) 
5 eaA いか ら 、 へ お ボ い ポリ ブ 

よだれ な っ の や {( 党 ) 。 
aa 121 * 和 才 す の まま と いう より 、 朝 
* Me 生化 し た 6 も あい う グロ 内 に な 


。 箇 ア ッッ ォ ー カ で 


み し て な い 取 うん で す よ 。 せ フ かく 過 莉 は し て 誠 
きれ る 表現 分 野 だ っ た ら 。 を 任 は 限界 まで や あく 
きだ ろう は 。 あな と PBRO 5 に 比 た ら 全 
褒 ゆ る い は ず な ん で 。 だ っ 7 も CERO で ゃ で s 
な いこ と を や る べき だ みう と 思う ん で す よ わ 。 


バッ ド エ ン ド は 
お 客 き ん と の 共 銘 関係 


ーーーーーーー- 


ーー まっ た く 略 は 変わ り ま す が 。「『 沙 弟 の 唄 】 を 
る し 据 画 化す る と し た ら 、 功 督 は 職 に お 願い し た 
いと 乱 い ます か ? 

や っ (が り 員 竹 清 監 凡 で すか ね 。 か な り 好 き で す 。 
筑 の 太 必 で は 、 あの 人 の 作る 雰 陸 気 が 怖 いん で 
す よ 4 回路 』 は か 甚 独 し て 《 れ と が 思い まし 
た か 6。 日 常 レ ペ ル で ポ 気 中 な も の ほか 来 性 
化 & か を き 衣 め て 《 の が 。 すご いで す よ ょ ね 。 何 
が こん な に ポ 快 な ん だ が あう っ で いう の が わか ん な い 、 


を 見 る の も 容易 で すし ね 。 


2 食 ご 造 いと いう 恋 : 映像 婦 体 に し か 絶対 で き 
な い 表 現し じゃ な いや すか 。 

それ に 、f 逐 取 の 頂 」 は 全部 の エン ディ シグ 
欠 - ム の 場 存 、 ゆあ ウタ 衣 味 ひと い 話 に し ちゃ っ た 
の は お客 きた の 責 在 る ある ん で 。 あな た が 選 
所 肢 造 ん だ ん だ か ら ね 。 つて 責 作 転嫁 が で きる 
ん で す よ ね ( 秋 ) 。 お 才 きん と の 大 犯 関係 の 中 で 、 
わり と ひと いこ ょ が で き ぁ の が . 
力 だ ほ 思 っ て いま す 。 
ーー を る ほど 。 さて 。 そろ そろ まとめ に 入ろう と 馬 
う の で す が 。 今後 の 活動 予定 き 。 

まだ 表 に 抽 や る の が な いん で すげ と も 。 い を 《 つ 
か 進め て いま ず 。 平 生 し て や っ て る ん で 。 疾 に 
時 間 が か か っ て る っ て の 6 ある ん で すげ と 。 ー 李 
に 絞れ て な いも の で 。 
ーー その うら ちまた 東口 氏 L の タッ グ 67 


バッドエンド の 骨 


| せっ か く 過 激 で も 許さ れる な ら 、 
限界 まで や る べき だ ろう と | 


じん わり (る 嫌 な 演出 。 沙耶 の 人 類 滅ん じゃ う ェ 
ン デ ィング な ん て 、 あれ 『 カ リス マ 』 (※4) の 
ラス ト の パク リ で すし ね 。 山の上 か ら 6、 街 が えら 
いこ と に な っ て る の を 見 下ろ し て いる と いう 。 
ーー な る ほど 。 で は 開花 の エン ディ ング が 一 番 気 
に 入っ て らっし ゃ る ? 

まあ 、 そう で すね 。 普通 、 娯楽 作品 と し て あ 
りえ な い エ ン デ ィング だ けど 、 そん な こと か で き て 
し まう の も ゲー ム な ら で は だ と 思う ん で 。 一 本 道 だ 
っ た ら 、 あれ は や っ ちゃ いけ な い ょ 思う ん で す よ 。 
ー 本 道 の 話 だ っ た 6、 た ぶん 耕司 か 生き 天 る 話 
に しない ょ 、 ちょ っ と マナ ー 焦 反 で すし お ね 。 で も 
エン ディ ング が 複数 あっ た 6、 別に 人 金 部 か 人 部 き 
れい に ま と ま ん な (て も いい よね お 、 と 思い ます 。 さ 
れ ょ 家 庶 と し て 6 気に入っ て いて 、 あの うみ メト は 文 
学ん 、 符 と 、 痛 楽 か され で れ 別 な こよ を し て いる 


いつ か は 、 また や ゅ た いで すげ と ね 、 を の 送 
は まだ 何と も 言え まぜ ん 。 た だ . 僕 伴 人 ほし て 計 、 
この 組み 合わ せ に 縛ら れ て ほし 《 は な いん で す ょ ね 。 
ベス ト タ ッ グ っ て 形 で 陣 定 され る の ば 、 っ ュ ス いで 
いこ と と は 思わ な いん で 。 た _.s ん 僕 & 徐 を 、 伴 の : 
人 間 と 組む こと で 得る も の も ある と 司 う た で す 。 だ 
か ら そ うい う 意 味 で 、 propeier きん の 『 あ ちゃ か 
し びと 』 に は 央 待 し て る ん で す 、 他 の 友 ぶ 書い 
た シナ リオ に どう いう 絵 を 当て る ん だ ろう 3 ほ い う 背 待 
は か な りあ り ま す よ ね 。 條 は も っ ょ も っ ょ 二 応 く や 
つて も いい 絵 培 きだ 思い まず 。 
ーー 一 較 集 以外 の ディ レク ショ ン の お 仕事 は 7 
今 も ふ ょ うだ ユエ テ アポ ケッ ト よ いい きず か 、 に さて 
が と 『 符 移 』 の 褒め で か な パタ AL で きま し た は 、 
今 は も ふう で 『 謙 骸 』 も 終わ っ た よこ ろ で 、 今 の 
うち も に 書い て お か な い ょ や パ 人 4 で すね お 、 いや 、 中 


スネ の に , 世界 の 終わ り ま 怒 ま り を 表 只 で き て いま すさ 坪 で な 〈 で ( 実 ) 、 いっ 千 知 で きる & で も ふう ね 、 
ーー 細 織 4 よ 4 一 番 間 他 な 替わり で 一 番 絡 間 な 向 波 すっ て 傘 の 作品 は …… ( 生 ) 。 
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0W 代 に 関す る 靖幸 全 、 プ レイ へ を 時 き 前 入れ る 。 凌 料 人 し た 血 の 給油 会 う の だ っ た 、 う スト で 和装 
0 補 が 点 湯 氏 の ヒン ト に 、 も 、 宙 人 は … い 。 
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( 〇 て ) 『 一 ONH ヨ コ NI コ O WOINVHd 一 


志 き Wir 選 ご っ 筐 S | NMINN ロ ーー ド | 


2001.1 


( 〇 て ) 『 さ ロー ロ ユ 間 悦 巨 避 } 


ニトロ フラ ラウ 金 作品 の プロ デュ ー サ ー で あり 、 


レイ アウ ト や SE を 隆 が け を 現 玲 の クリ エイ あー で も ある で じ だ ろう 氏 。 


「 沙 耶 の 吊 」T 大 使 ノニ 抵 玲 銃 」 を 振り 返っ て いた だ く と と も に 、 


ニトロ プラ ス の 政 在 、 


そし て 今後 の 展望 に つい て 語っ て いた だ いた 。 


制作 時 の 苦労 、 
そし て ユー ザー か ら の 反 響 
ーー 「 沙 耶 の 唄 』「 天 使 ノニ 反 拳 銃 】 を 振り 返 
っ て の お 話 を 聞か せ て くだ さい 。 

『 沙 耶 の 唄 』 は 、 スム ー ズ に 完成 し ほし た ね 。 
作品 の 規模 も 制作 態勢 る 『 鬼 固 街 』 に 近い イメ 
ー ジ で し た 。『 天 使 』 は 、 開発 費 る 制作 期間 も 
『 沙 耶 』 の 3、 4 倍 か か っ て いま す 。 苦労 は 多 
か っ た で す が 、 実験 的 な 要素 も 多く 、 作品 の 雰 
囲 気 、 世界 観 も 今 ま で に な いも る の が で きた と 思っ 
て いま す 。 
ーー ユー ザー の 反響 は いか が で し た か ? 

『 沙 耶 』 の 場合 、 虚 淵 の コア な ファ ン に 満足 し 
て いた だ けた よう で す 。 それ に 純愛 を 描い た 作品 
だ っ た せい か 、 女性 に も る 喜ん で いた だ きま し た 。 
ーー 「 沙 耶 』 は タイ トル 発表 当時 、「 医 大 を 舞 
台 に し た 純愛 も の 」 と 告知 され て いま し た よね 。 

あれ は ジョ イ ま っ 〈 す の 苦肉の策 だ っ た ん で す 。 
広報 期間 は 短い し 、 虚 淵 は ホラ ー 作 品 で ある こと 
を 隠し た いと 言う 。 そこ で プラ フ を か まし て み ま し た 。 
最終 的 に あれ で よかっ た の か な 、 と いう 疑問 は 残 
り ま し た が ( 医 ) 。 
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( テ ヽ は VN: 紀 珍 ので) 


ーー 「 天 便 ] の 反響 に つい て も お 聞か せく だ さい 。 

『 沙 耶 』 が 虚 淵 マー ア 向 け の 作品 だ と し た ら 。 
『 天 使 』 は 違う ベク トル の 実験 作 で し た 。 最初 
の 企画 は 、 今 より る さら に スト イッ ク な ぁ 6 の で し た ね 。 
た だ ブロ デュ ー サ ー の 立場 と し て は 、 エン ター ティ 
メン ト 性 が 低い よう に 思わ れ ま し た 。 そこ で 
『 “Hello.world." 』 を 手がけ た 南條 し か し を 参 
加 さ せ て 、 内 容 を 一 断 し た も の が か 今 の 『 天 使 』 
で し て 、 実に 彼 の シナ リオ らし い 終 末 観 漂う 作品 
に な り ま し た 。 た だ こう し て 娯楽 性 を 高め 、 演出 
を 強化 する こと で と ん と どん 規模 が 大 き ( な り 、 結果 
的 に フル プラ イス に 近い 7.800 円 の 作品 に 。 と な 
る と 、 ユー ザー さん も 「『 デ モン ベイ ン 』 以来 の 
大 作 」 と 捉え て 《 だ さっ て ……。 想像 と の ギャ ッ 
プ が 大 きか っ た た め 、 困惑 され た 方 が いら し た の 
も 事実 で す 。 逆 に 実験 的 な る の 、 ニトロ ブラス に 
対し て 常に 新しい も の を 求め られ た 方 に は 、 喜ん 
で いた だ け ま し た 。 


プロ デュ ー サ ー が 考え る 
|「 ニトロ プラ ス 」 らし さと は ? 


ーー ニトロ プラ ス に と っ て 、 こ の 2 作品 は どの よう 
な 位置 づけ な の で し ょ うか 。 
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1 人 > ア 』 を 名 
リオ 
ょ 思っ た ん で - も 

で も 、 則 
WE て きた か っ た ん で す 。 
mworld" 』 の 企画 を 立ち 上 げ ま 
JPe 衝 0 "』 は スタ ッ プ 総出 で 好 


6 ぁ 貞 っ て し まう 〕 
+! J ォ は 素晴らし い M 


Moi 合っ て 生ま れ た 作品 、 ス 
M ェ ッッ x が 洛 縮 きれ た 作品 で す 。 この 
eSh た に と で 、 ュー ザー さん に は 「 ニ 
oo ん だ 」 と 思っ て いた だ け 
。 シベ イン 』】 で は 虚 紗 と は 途 う 帳 力 を 
吊 惨 ジン を 商 ( 評 価 し て いた だ け ま し た 。 
196K っ て 、「 移 因 街 】] や 『 消 耶 』 
2 い 切っ た 作品 6 誕生 し た 。『 天 使 』 で 
7 性 打 寺 た 。『 "Hello.world.” 』 
し た か 5 こ を 、2 作品 が 生ま 所 た の だ し 思い 
7 し て この 2 作品 が 、 『 遼 彼 魔 京 』 に つ 
で AL た 
wmaDRyA&yet、 ニトロ プラ ス 
"8 に は 「 に トロ 5 し | が あり ます 。 で じ た ろ 
人 = 人 ぴえろ [ ニ | トロ 5L さ 」 と は ? 
* リー ト o5 し き 」 っ て 、 


バト ル だ っ た 


6 P 栓 

7 の 株 
2 弾 < 吹 
y 多 
6 

角 へ 

有川 イ 


に 』 


ク 世 代 、 


り 多 だ っ た り 日 本 用 だ っ た りす る と 思い ます 。 で も 
ー ト p が めざし て いる の は 、 必ず し 6 そこ で は な い 
ん で す 。 作品 づく り の 根底 に ある の は 「 ス タッ ラ 
が お 金 を 出し て 買い た 《 な る よう な も の を 作ろ う 」 
と いう 思い 。 と な る と 、 必然 的 に スタ ッ フ の 側 性 、 
噛 好 を 満た し た も の を 作る こと に な り ま す よ ね 。 ニ 
トロ プラ ス に は 、 いろ ん な 哨 好 の 人 が いま す 。 い 
ろ ん な 方 向 性 の オタ ク が いま す 。 その 趣味 性 を 滴 
た す た め に 作品 を 作っ た ら 、 銃 、 病 、 バト ル の 
納 素 が 多 《 な っ た …… と いう 感じ な ん で す 。 ニ ト 
ロ プ ラス と し て は 、 80 年 代 の ロボ ッ ト も の 、 ガイ ナ 
ックス の アニ メ 、 往年 の ゲー ム 、 実写 映画 な ど 税 々 
な エッ セン ス を 入れ た 作品 、 壮 な が ら の オタ ク 志 
代 …… つ まり 作り 導 で ある 僕ら が と きめ く 作 品 を 作 
っ て いる つも り で す 。 さら に 甘 少 女 ゲ ー ム と いう カ 
テ ゴ リ ー な の で 、 恋愛 や 人 間 の 心 の 機微 、 バイ 
オレ ンス も 描け る し 、 自由 度 を 生か し た 作品 づく り 
も で きる 。 絵 、 将 、 シ ナリ オ 、 イン タ ラク ティ ブ 
性 が 一 度 に 楽し ゆる 究極 の スタ イル だ し 、 最高 の 
エン ター テイ ン メ ント で す よ ね 。 だ か ら こ を 細部 に 
こだわ る し 、 総合 的 な 能力 を 高め た いと 皿 っ て い 
ます 。 その 思い が ニトロ 6 し さと 言え ば 、 
か も し れ ま せん 、 


を そう な の 


(の 〇 て) 「 一 seuuv SOIS6UV 一 
に る た 1 たり 
だ だ ずり | 


(の て) 『NOIULVH り ヨル AI) の UPud」 


( 婦 計 JYHH う +OMN MI の の て) 


が が と きめ く 作品 を 作っ て いま す 」 


0 を 1 に する 「 新作 づく り | と 
1 を 2 や 3 に する 「 移 植 作 業 | 


ニトロ プラ ス は 、 他 ハー ド へ の 移植 も 積 橿 的 
に 行なっ て いま す よ ね 。 

も の を 作る の は 0 を 1 に する 失 戦 と 、1 を 2 や 3 
に する 挑戦 が あり ます 。 0 を 1 に する の は ゲー ム を 
か ら 作 る こと 。 1 を 2 や 3 に する の は 作っ た 作 
品 を 他 機 種 に 移 頂 し た り 、 ス デ ィ ア 展開 と 行なっ 
た りす る こと 。 こ 入 まで は 後者 に 6 カ を 入れ て きま 
し た が 、 ユー ザー さん は や っ ぱり 前 大 、 新しい 
ゲー ム を 基 待 され て いる と 思い ます 。 今後 は そ ち 
ら 5 に 力 を 注 で つも り で す 。 も ちろ ん 移 策 を 完全 に 
や め る わけ で は あり ませ ん が ( 深 ) 。 

一 今後 挑戦 し た いこ と は 何で し ょ うか ? 

『 フ ァ ン トム DVD VIDEO GANTE】 で 、 テ ィ 
リカ や 帳 旨 で も ニトロ プラ ス の ゲー ム を 体験 し て い 
た だ きま し た 。 今後 は きら に グロ ー バ ル な 展開 6 し 
た いと いう 希望 は あり ま ょ すね 。 

ー 一 最後 に 今後 の 抱負 を お 願い し ます 。 

すでに 区 表 し て いる 作品 以外 に 6、 社内 で は 
何 本 か の 企画 が 通行 し て いま す 。 これ か ら も 、 
サプライ ズ の ある 作品 を お 届け し た いで すね 。 
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